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皿調査結果盈es嘘s

　1．　群落単位　Pla滋communi重ies

　北谷町および隣接する北中城村，沖縄市，宜野湾布における植生調査の結果！76個の植生調査

資料（アウフナーメ）が得られた。これらの調査資料を各群落ごとに群落組成表にまとめ，比較検

討した結果，森林植生，二次林・低木群落，海浜植生，二次草原など！5群集26群落が区分された。

A。自然植生　Natural　vege亡ation

a．森林植生　Forests

　1）　ガジュマルークロヨナ群集

　F董co　microcarpae－Pongamietum　p圭n羅a毛aeM韮yawak韮etK。Suzu歪d1976（Tab韮e4）

　ガジュマルークロヨナ群集は，臨海部の風化土壌の堆積のあまりみられない隆起サンゴ言上に

発達する常緑広葉樹の亜高木・低木群落である。群落構造は一般に2～3階層で上層はガジュマ

ル，アコウ，ハマイヌビワなどのイチジク属；躍α∬の常緑広葉樹が優占し，低木層にはクロヨ

ナ，マサキ，ハリツルマサキなど海岸低木群落の構成種が混生している。また林床の隆起サンゴ

礁上にわずかな土壌の堆積のみられる岩隙にはサダソウ，ホウビカンジュ，オニヤブソテツなど

が低二度に生育している。

　北谷町では浜川の御嶽となっている隆起サンゴ礁上に小面積に発達しているほか，軍用地とな

っているキャンプ瑞慶覧内にある，北谷長老廟と称される所に，断片的なガジュマルークロヨナ

群集の林分がみられる。ガジュマルークロヨナ群集は琉球列島の石灰岩地域の植生であるナガミ

ボチョウジークスノハカエデ群団域の海岸低木林とみなされる（藤原1981，Miyawaki・Suzuki

！976b，　鈴木　1979）。

　2）　オオバギーアカギ群集

　烈Iacara証go－B韮sc数offietu㎜Miyawak量et　K・Suzuk量1976（Table　4）

　北谷町には，自然性の森林植生として，沖縄本島中南部をはじめ琉球列島の古生層や第四系の

石灰岩，泥灰岩の風化土壌地域に発達するオオバギーアカギ群集が分布している。オオバギーア

カギ群集は琉球石灰岩のみられる上勢頭，伊平，玉上などの台地，丘陵に形成された急産や崖錐

斜面にそって帯状に生育している。

　一般に，オオバギーアカギ群集の高木層には，樹高12～25mの常緑広葉のオオバギや常緑複葉

のアカギのほかヤブニッケイ，ホルトノキが優占的に生育している。群落構造は3～4階層で，
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轟灘難生　

Fig．！1．海岸近くの隆起サンゴ礁上に生育するガジ。、マルークロヨナ群集（北谷

　　　　長老廟）。

TheFico　microcarpae－Pongamietum　pilmataeoccursonraise（｝coralreefs
near　the　coast（Chatan・Choro　Tempeり．

亜高木層，低木層にぱフカノキ，シ凱ウベンノキ，タブノキ，ハマイヌビワ，クスノハガシワ，

ゲツキツなど多数の常緑広葉樹が混生している。先駆的な若齢林や人為的撹乱が強くおよんでい

る林分では，草本層にクワズイモ，ホシダ，タマシダなどが優題し，種国国の単純な状態もみら

れるが，比較的安定した林分では，草本層の隔膜率は20～40％と低いながら，オオイワヒi・デ，

ホウビカンジュ，リュウキュウテイカカズラなど群集を特徴づける植物が多数生育している。

　北谷町に生育しているオオバギーアカギ群集は，風化堆積土壌の厚さ，土壌水分の多少，非石

灰岩質土壌の有無などの生態的立地条件の相違を反映した種組成の変動によって以下の3三｛1鮮集

に下位区分された。

　典型亜群集は相観的に高木層にオオバギが優占した単純な林分で，林床の草本層にはクワズイ

モ，タマシダなどが高い被度で生育している。典型亜群集の生育地は，泥灰岩質の風化土壌の厚

く堆積した崖錐斜面下部にみられるが，群集本来の主要な種群を多く欠き，出現種数も25～37種

と少ない。このことから典型亜群集とされた林分は，かつて人為的破壊を受けた先駆的な老齢林

とみることもできる。

　クロキ，クスノキ，ギイマ，テリハノブドウによって識別されるクロキ巫群集は，生育地に非

石灰岩質の砂層やシルト層起源の土壌の分布している上勢頭，吉原の台地，丘陵斜面に発達して
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　　　Fig．！2，台地，丘陵藩の琉球石灰岩上に生育するオオバギーアカギ群集の林内相

　　　　　　　観（玉．ヒ）。

　　Undergrowth　in　a　Macarango－Bischoffietum　on　Ryukyu　limestone　ofplateaus

　　and　hills（Tamagami）．

いる。クロキ亜群集はさらに典型変群集とヤマモモ，イジュ，ノボタン，ケホシダ，ホコシダな

ど非石灰岩質土壌の赤土土壌地域に生育する，いわゆる国頭要素の植物を伴なったイジュ変群集

に区分される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　鈴木（1979）は，沖縄本島中南部の琉球石灰岩地域に広く分布レ，林床に生育するリュウキュ

ウガキ，クロツグ，ホソバムクイヌビワなどの種群によって特徴づけられる林分をリュウキュゥ

ガキ亜群集にまとめている。北谷町の砂辺御嶽をはじめ伊平，玉上，北谷城跡，白熱川上流域，

普天間川（佐阿天州）ぞいなど，琉球石灰岩，泥灰岩地の懸崖や石灰岩の露出した崖錐斜面には，

ナガミボチョウジ，リュウキュウガキ，クワノハエノキ，クロツグ，ツゲモドキ，リュウキュウ

テイカカズラ，ホウビカンジュ，フウトウカズラなどいわゆる島尻要素の植物を多数伴なったり

ュウキュウガキ亜群集が生育している。リュウキュウガキ臓群集は斜面中～上部の土壌のやや乾

性な立地に生育する典型変群集と白襲川上流域の谷ぞいなど，湿潤な土壌の堆積した崖錐斜面下

部の，ムサシアブミ，アリモリソウ，リュウキュウウロコマリ，ヤリノホクリハランなど多数の

林床草本植物を伴なったシμダモ変群集に下位区分された。

　わ．海岸砂丘植生　Coas毛al　dune　vege毛a毛ion

　3）　アダン群集

　P鍵裁dβ皿e念u狙　　tector圭i瀬iyawaki　et　aL　19ア4　（7able　5）
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Fig。13．海岸砂丘，隆起サンゴ礁上など汀線近くに海岸低木群落を形成するアダ

　　　　ン群集の絹観（砂辺）。

　Pandanetum　tectorilonasandybeachandonaraisedcoralreefnearthe
　shorel三ne　（Sunabe）．

Table　5．アダン群集

Pandanetum　tector三i
Ser三al　no．：

Re】ev6　no．＝

Quadrat　slze（m2）：

｝ICight　Of　vegetatiOn　（m）：

Cover　of　vegetation　（％）＝

NU正nbcr　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積

植生高
植被率
出現種．数

1

CH
65

20

25

70

6

2

C薮
85

25

4

90

8

Charac£er　spccics　of　ass．：　　　　　　　　　　群集標徴種

　熾π4α”z‘50‘10’層α’～5∫～”～‘’3　　　　　　　　　　　　アダン　　　　　　　　　　4・4　　5・5

出現1回の種：Other　companions：Serial　no．1：qWα∫ノでηo∠〃如　ソテツ2・2，々y∫1〃～‘z訪～α〃’α～’ノゴ’～‘〃～α

　ハマボッス！・1，C～’w々〃z　6紹η’ごα～46シマアザミ十・2，五”〃〃Zo〃9耀。ノ’～‘ノ〃テッポウユリ十，β1：yo一

　〃oρ∫151‘zc～ノ～10ぶαオキナワスズメウリ十，　i112：研’ゐ～∫c～！∫’～Z～α‘6z’3オオハマボウ十，」％〃gα〃～1αρノ〃～z‘エ≠α

　クロヨナ十，3紹ωoZα！ζ～6αZ‘Z‘Zクサトベラ十，1♪0〃～08‘Z’〃”αZノアサガオ十，砂0〃～08α♪ωぐ＠ノW

　グンバイヒルガオ十，0ぼ‘～Z～∫ぐ01ツ〃～ゐ。∫αムラサキカタバミ＋，ゐ‘・～’α～8ノκ～／‘・〃‘’oくρ1～αZαギンネム十．

調査年月E［Date　of　relev6：Serlal　no．1～2；15．　April　1983．

調査地　Location：Scrial　no，1～2：Sunabe砂辺．

　砂辺の海岸砂丘の最も内陸側には，多数の支柱根を鑑し，特異な形態のアダンを標徴種とする

アダン群集が生育している（Miyawaki・Suzukl　1976　a）。アダン群集の上層にはオナハマボウが
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　　　　Fig，14．海岸砂丘地の低ホーマント群落を形成するイボタクサギ群落（桑江）。

　　　　The　C～‘ゲ’¶θ‘～（ノ〃‘1ノマ〃～～〃‘．〃〃8　community，　a　coastal　dune　vegetation　norma董iy　occurr三n拷

　　　　at　forest　marglns（1くuwae）．

　　　　　　　　　　　　　　　　Table　6．イボタクサギ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　C’6’－o‘18ノ～‘”o〃1〃8〃〃ピcommunitx

Rclev6　no．調査番号：CH－155，　A】titu（le海抜高11m，　Quadrat　sizc調査面石墨1：5m2，正｛eight　and　cover　of

shrub　laycr低木層の高さと植被率＝1．4m，80％，　Height　and　cover　o｛herb】ayer草本層の高さと植被率1

0．8m，20％，　Number・f　species出現種数：8．

Differentlal　species　of　comm．：群落区：懇願

Clcザθ‘♂c～κ～’・oπ’，i（～r〃’（ゴ

Other　Specles：

ゐα’αzε〃α♂6～καノ4）1～ご～～‘8

既6Z召Z～μゐ耀。ノγ～

　イボタクサギ

　　　　　　S5・5

その他の種

　ギンネム　S1。1

　キダチハマグルマ

　　　　　　H2・2

／ヌ14召ノ～ゆ〃・∫αvar．ノ瀦‘1～α’‘～

η》oノ〃0861♪8∫イαρ1η6

Aぜ’∫ごα〃〃～～‘∫3’〃6／1∫f∫

5♪0ノ’0ゐoZZ’5・こノ”窟～～ガα’5

ル〃～α〃〃ノぞカ6〃5

タチアワユキセンダ

ングサ　　　H1・2

グンバイヒルガオ

　　　　　　H十・2

ススキ　　　薮　十

ソナレシバ　H　率

ハイキビ　　H　十

調査地Location：Sunabc砂辺，調査年月日Date　of　relev6118．　April　1983．

しぼしぽ混生している。下層の林床はアダンの落葉が厚く堆積しているため，植物はほとんど生

育できず，わずかにアダンの実生，ソテツ，シマアザミ，グンバイヒルガオなどがみられるにす

ぎない。
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　4）　イボタクサギ群落

　αθro♂θπ♂roπεπθr配θcommunity（嬰3b玉e　6）

　キダチハマグルマ群集，クロイワザサ一一マゴウ群集などと同様に海岸砂丘の林縁マント群落

を形成する植生に，低木のイボタクサギにより識別されるイボタクサギ群落がある。イボタクサ

ギ群落の下層にはキダチハマグルマ群集やハマアズキーグンバイヒルガオ群集の構成種が混生し

ている。

　5）　クロイワザサーハマゴウ群集

　望hu3re宝。．Viticetu…n　τotundifol圭aeMiyawakietK．　Suzuk量19ア6（Table7）

　桑江の海岸ぞいに小面積にみられる海岸砂丘地には，汀線側のハマアズキーグンバイヒルガオ

群集と内陸側のギンゴウカン群落や謹撰アレチノギクーススキ群落との間に，犠生低木のハマゴ

ウの優心する海岸砂丘植生が生育している。

　琉球列島に分布しているハマゴウ駿生低木群落ぱ，優饗するハマゴウと下層に生育するグンバ

イヒルガオ，クロイワザサ，ハマニガナなどによって識別されるクロイワザサーハマゴウ群集に

まとめられる（Miyawaki・Suzuki　1976　a，宮脇・中村他1983，宮脇・奥田・村上他1983）。

詰論

絃滋嚢i鍾

饗

謝．幽趣

灘難毒羅難鐵灘

Fig．！5。立地に安定した海岸砂丘上に発達しているクロイワザサーハマゴウ群集

　　　　（桑江）。

TheTuareio－Viticetum　rotund玉foliae，characterlzedbythedominantdwarf
shrub　Vπ齪2窃～〃z4∫刀fα，　is　developed　on　stable　sand　dunes　behind　beaches（王くuwae）．
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　　　　　　　　Table　7．海岸砂丘地綾生低木群落

　　　　　　　Shrub　communities　of　coastal　sand　dunes

1：Thuareio－Viticetumrotundifoliaeクロイワザサーハマゴウ群集

2：Wedehetumbifloraeキダチハマグルマ群集
CoInmunity　type：

Serial　no、：

Relev6　no．＝

Date　of　relev6　C83）：

Altitude（m）l

Quadrat　size（m2）；

Height　of　vegetation（cm）：

Cover　of　vegetat三〇n　（％）：

Nun｝ber　of　species：

群落区分

通し番号

調査番号

調査年月日

海抜高
調査面積

植生高
植被率
出現種数

1 2

1

C難
154

　4

18

　1

！0

25

100

　9

1

2　　　　3　　　　4

CH　　CH　　C慧
151　　　68　　　87

　4　　　　4　　　　4

！8　　　15　　　15

　1　　　　2　　　　2

10　　　15　　　20

30　　　120　　　40

90　　　90　　　90

10　　　　4　　　　7

Character　and　diffelential　specis　of　ass．：群集標四種

　W’α1層破〃κ1ケb々α

　聾9〃α〃～αr1ノ～α

　W646々α6醒。ノ㍑

C・mpanions：

　捌46ノ～∫ρ∫！0ぶαvar．　m‘Z～α8α

　劫。η306αμ5‘砂ノ’αθ

　ぬ5♪αZz〃ノ’τα9加α彦躍ノ3

　M∫50απ彦13z‘∫5∫刀6／z∫f5

　ゐ8～κα8παZακoαψ1～αZα

　Bプαc1L～α1・ゴα7／zzπ～6α

出現1回の種　Other

　ハマゴウ　　　　　　　　　i5　5・4

…アズキ　　臣・2
キダチ．、マグルマ　　i÷

随伴種　　　　、、i
　タチァワユキセンダングサ　　÷

　グンバイヒルガオ　　　　　　1・2

驚ノヒエ

ギンゴウカン　　　i．
　パラグラス　　　　　　　i　・

　no．　1．：　∫「z48rα万α　2πo／z’αノ～α

4・4

十

。

■

●

■

●

十・2

3・3

十

　■

十

十

】5・5 5・51

十

〇

●

o

●

十

1・2

十・2

十

1・1

十・2

　■

　　　　　　　　　companions：Seria1　　　　　　　　　　　タイワンクズ1・2，助01η∂o♂郡

　η”4刀fα‘∫ソナレシバ十，ln　2：並”o舐∫5z鶴u80’θ’z∫シナガワハギ2・2，砂。〃’08α加4∫oαノアサガオ

　1・2，！～z4η3θ躍ノα1）oノ～’6μ5ギシギシ十，　in　3．　Cα∬：y〃～αガ’がb1フ加3スナヅル1・2，　ln　4，　E厚98ノ’ω～∫z’〃～α’ノー8η5∫5

　オオアレチノギク十．

調査地　Locatio罵Serlal　no．1～4：Sunabe等辺．

　6）キダチハマグルマ群集

　Wedel量etum　bif藍orae（Ohもa，㎜iyawaki　et　Tx・）Miyawaki　et　K　Suzuki　1976（Taわle　7）

　ハマアズキーグンバイヒルガオ群集の発達する海岸砂丘と内陸側の自然性の海岸砂丘低木林で

あるアダン群集や二次低木群落のギンゴウカン群落，二次草原のオオアレチノギクーススキ群落

とが接する移行帯には，犀角群落的な性格をもったつる植物や低木からなる海岸砂丘植生がみら

れる。

　砂辺の海岸砂丘にはアダン群集やオオアレチノギクーススキ群落に接した汀線側に，被度・群

度が5・5と優勢に繁茂するキダチハマグルマにより特徴づけられるキダチハマグルマ群集が生育

している。
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　　無縫野盗＼？移緯ぐ物

鋸
Fig．16．　アダン群集の前縁にマント群落を形成しているキダチハマグルマ群集
　　　　　（砂辺）。

Wedelietum　biflorae，occurr三ngauheedgeolaPandanetumtetcorll
（Sunabe）．

一二・

灘

儀灘
　驚薮

蜘’ i

鷲

。綴織
　〆押一
築

Fig．17．汀線に近い海岸砂丘地には，ハマアズキーグソバイヒルガオ群集が生育
　　　　　している（全野）。

Vigno－IPomoetum　pes－caprae，　a　pioneer　l〕erbaceous　vegetat三〇n　distributed
on　the　primary　dunes，　rlear　the　shorehne　（Sunabe）．
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　　　　Tal）le　8．ハマァズキーグンバイヒルガオ群集

　　　　　　V三9110－IPomoetum　pes－caprae

a：Subass．w1thMelilotus　suaveolensシナガワハ口口群集

b：Subass．withCassytha　filiformis　スナヅル亜群集

Community　type；

Ser玉al　no。：

Relev6　no．：

Date　of　reiev6ぐ83）：

Quadrat　size（m2）：

Height　of　vegetation　（c1臆）；

Cover・f　vegetat三〇n（％）・

NUInber　of　species；

群落区分 1 a 国
通し番号

調査番号

調査年月日

調査面積

植生高
三盆岡
田現逆数

　　1　　　2

〔c琶。薮
i148　98

14　4
｝17　16
i／525
i・・25

…80　60
i12　6

3　　4　　　5

CH　CH　CH
96　　97　　83

　4　　　4　　　4

16　　！6　　15

　　　20　　815

40　　15　　20

60　　70　　90

7　　8　　！3

Character　an（1　d三fferent三a』pedes　of　ass畷洋集漂徴種・区分種

　々，oノ〃08αρe5一αψ耀（’

　．v！σ〃αノ〃ω・〃～‘z

　　δ
D三fferen亡量a］spedes（）f　subass．：

　Mlヲ〃Zθ敵∫ぶ～．‘αて～60♂8刀∫

　翫z〔ノノ～∫μ♂θ5αvar．1エ～4～ζ．惚

　06〃。’ゐど1瀦♂α6～〃～α♂‘♂

　qyノ～0‘～0〃‘～ご～ぐり7ZO〃

　君’一’9θ’θ・’∫κ〃～‘π1エ〃～5～5

　Cα∬y〃zα躍ヴb’71～～∫

　TゐZκη・召α加てノ0♂Z‘’α

　GZ61～〃’α々’ご．0，一αZ～∫

　1鞠6！詔αわ醒。ノ瀦

Companions；
　勘0180∂ακ∫四〃宮1Z1‘7～で∫

　姦．ψα♂’‘ノルて，αg1〃‘z顔〃’

　　　　　　　　　　　　　…
　グンバイヒルガオ　　　　　　　i　5・5

　　　　　　　　　　　　　　
　ハマアズキ　　　　　　　12・2

騰携　i：．千

爆弾ゆグ謔
芽昇二諺ゴギク　i．：

ゑ認ザサ　ほ

4・4　　1●2　　4●4　　4●4

。　　　　十　　　3●3　　4●3

十　　4・4　　十：　。

十．2　　　十　　→一。2　　　●

十　　2・2　　・．　・

1●2　　　・　　　1．2　　　。

十　　　・　　十：　　。

■

◎

o

●

●

●

●

o

；黛…

・　　　／●2　　　．　　一1一．2

…　　　　　　　　十・2

出現1回の種　Other　companions：Serial　no．1：矛bらψogoπノ～fg‘ぼヒエガエリ十・2，ノ1〃αgα躍5α塑8／z5∫∫

　ルリハコベ÷，．」％ασノ〃1’忽スズメノカタビラ十，50刀酌μ∫o如鷹8螂ノゲシ十，Cαフ君じρμ”11αコウボ

　ウシバイ。2，in　3：1ウ1〃めノ廊砂Zf5くy〃’o∫αシオカゼテンツキ　十，　in　4：L（ゼ漉〃一～‘∫7端ρ87～5ハイシバ　十，

　ム下読。αgo々ψ‘‘∠加αコメツブウマゴヤシ＋，　in　5：5α獄ノ。♂α5ε万‘飢クサトベラ十，んzg8Z∫oαブ妙。π∫ごα

　ハマウド十，（滅珈漉α5オノWμ♂αノ～‘ε0磁～〃πホソバワダン　十，砂0〃ZO雌8γαごか々5ソコベニヒルガオ十，

　α競z〃πう惚翻αZZ46シマアザミ十．

調査地　Location　l　Serial　no．1～5：Sunabe砂辺

　7）　ハマアズキーグンバイヒルガオ群集

　　Vig鷺。・lpomoeもum　pes－capraeMiyawak董etK．Suz破ki　l9ア6（Tab韮e8）

　砂辺の海岸隆起サンゴ礁の前縁および国道58回線ぞいには小規模ながら海岸砂丘植生が発達し

ている。北谷町の海岸線の大部分は埋立，造成，港湾改修などの人為的干渉を受けており，海岸

砂丘植生の多くは一時的な概乱を受けた，貧弱な殖分となっている，
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雛
鐵魏遇

嚢鞍撫

酵賭

謄酔》脚

　　　　　欝渥霧

躯鱗
　　　∫㌶1懲f
　　　　　引鵬～λ職
　　　　　　　鱗麟：

　　　　　　　　～曝

穐曳

織
Fig．18．比較的立地の安定した海岸砂丘地に生育するコウボウシバ群落（桑江）。

　　The　Cα1層6¢メ》～〃〃～Zα　cornrnunity　is　found　on　relatively　stable　san（l　dunes　near　the

　　shoreline（Kuwae）．

Serial　no．：

Relev6　no．：

Quadrat　size（m2）：

｝｛e三9ht　of　vegetation　（m）

Cover。f　vegetatl・n（％）

Number　of　spccies：

Table　9．　コウボウシバ群落

　　Cα78αρz’〃～1Zαcommunity

　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　調査番号

調査面積

植生高
植被率
出現種数

　1

CH
152

10

20

70

　7

　2

CH
153

10

20

80

　8

Dlfferential　species　of　comm．：　　　　　　　群落区分種

　αび6ぼメ）’〃〃躍α　　　　　　　　　　　　　　　　コウボウシバ

Species　of　hlgher　unit＝　　　　　　　　　上級単位の種

　αz5段y疏αノπげわノブ〃∫∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スナヅノレ

　珍。〃308αρθ∫一αψrα8　　　　　　　　　　　グンバイヒルガオ

Companions：　　　　　　　　　　随伴種
　αz♂π（ψ04勧乙励君召’～〃〃　　　　，　　　　　カワラアカザ

　Rκ〃昭認ブ妙ω漉浴　　　　　　　　　　　　　ギシギシ

　拓ゆ盈”π㍗α9加磁”7～　　　　　　　　　サワスズメノヒエ

　B∫｛血刀∫μZo∫αvar．ノ’αdガα如　　　　　　　　　タチァワユキセンダングサ

　ε0πC1堀∫0♂α闇αCα‘∫　　　　　　　　　　　　　　ノゲシ

調査年月藏　Date　of　relev6；Serial　no．1～2：18．　April！983．

調査地　Location：Serial　no．1～2：Sunabe砂辺，

4。4

3・3

十

十

十

十

●

4・4

3・3

十

十

十

十

十
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　北谷町をはじめ，琉球列島の海岸砂丘の最前線にぱ，グンバイヒルガオ，クロイワザサ，ハマ

アズキなど根系をながくのぼす藩論性のつる植物が生育している。砂の移動がはげしく，塩分を

含んだ潮風をまともに受ける海岸砂丘に先駆的に侵入，生育するこれらの植生は，ハマアズキ，

グンバイヒルガオを群集漂徴種とするハマアズキーグンバイヒルガオ群集にまとめられた。

　ハマアズキ｝グンバイヒルガキ群集は，一時的に破壊された砂丘地にみられる，シナガワハギ，

コマツヨイグサ，ギョウギシバ，オオアレチノギクにより識別されるシナガワハギ亜群集と，人

為的な闘乱の少ない立地の，スナヅルの混生するスナヅル亜群集に下位区分された。

　8）　＝コウボウシバ群落

　0αアθκP配ηεε’α　cOlnl猛u黙ity　（「fable　9）

　海岸最前線に生育するハマアズキーグソバイヒルガオ群集に接して，やや安定した砂丘地には

コウボウシバの優験するコウボウシバ群落がみられる。コウボウシバの分布は広く世界各地の海

岸砂丘に生育している。

c・海岸隆起サンゴ礁植生　　Vege加don　on　raised　coraDeefs　and　coastal　diffs

9）　モンパノキークサトベラ群集

醒esserschmidio－Scaevoleもu職　taccadaeM玉yawakietKSuzuki　l976（TableIO）

詩嚢蝿

荒畑慕7　．劇・ 熱

Fig．19，汀線近くの隆：起サンゴ礁上に生育するモンパノキークサトベラ群集（砂辺）。

　TheMesserschmidio－Scaevoletum　taccadaeoccursonraisedcoralreefs
　near　the　shoreline　（Sunabe）．
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　　Table！0．モンパノキークサトベラ群集

Messerschmidio．Scaevoletumtaccadae
Serial　no．：

Reiev6　no∴

Date　of　relev6ぐ83）：

Altitしlde（m）：

Quadrat　size（m宕）；

He玉ght・f　shτub　layer（m）：

Cover　of　shrub　layer　（％）　：

Height　of　herb　豆ayer　（蕉臓）：

Cover　of　herb　layer　（％）　＝

Number　of　species：

通し番号

調査番号

調査年月日

海抜高
調査面積

低木層の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

草本層の植被率

出現種数

1
i

1

1

C難
84

　4

15

　1

10

　2

7G

　l

20

　8

2

C｝｛

69

　4

14

　3

　9

1．5

！00

　7

Character　species　o∫　ass．＝

　5αぞ8・ひ01α’ご～α，α6Zα

Companions：
　ゾ18刀αノ〃αノー～〃α

　コワ正～，ω・βα～〃汐0♂～，ご‘，

　C〃51〃ノ〃ゐノーご・冴6‘z，，♂6

　α～〃酬‘‘5～α‘～α‘〃～var．露ψo〃1（w～

　且Z∫／）αZ〃ノ〃でアα9’～11α々〃〃

　々）o〃～04α∫〃6～1cα

　ゐψ’〃η！5ノψ8〃5

　β！48〃5ρ～ZO5αvar．几雇1α’α

　砂。〃～06αμ5－cψノ’‘乞8

　㌻聾漉Z～αゐ耀。／u

調査地

群集1票下種

　クサトベラ

随伴樋

　ハマアズキ

　クロイワザサ

　シマアザミ

　ハマオモト

　サワスズメノヒエ・

　ノアサガオ

　ハイシバ

．＄．，H

タチァワユキセンダングサ

グンノミイヒルガオ

キダチハマグルマ

Location：Serlaho．1～2：Sunabe砂辺

　　H

　　H

　　H

　　H

　　H
「　　難

　　薮

塾

2。2

十

2・2

1・1

十。2

十

十

　●

　●

　●

5・5

十

十

十

　●

　■

　o

　■

率・2

十

　砂摩やハンビー飛行場跡の海岸隆起サンゴ軸上に発達しているソナレムグラーコウライシバ群

集より内陸側の，砂質ニヒ壌の椎積した隆起サンゴ礁上には，クサトベラ，モンパノキなどの広葉

低木により識別されるモンパノキークサトベラ群集が生育している（宮脇・奥田・村上他！983）。

　北谷町の隆起サンゴ礁上に生育しているモソバノキークサトベラ群集の多くはモンパノキを欠

き，海岸線埋立の影響など人為的撹乱のみられる断片的穂分である。嘉手納飛行場に隣接した砂

辺の海岸砂丘ではアダン林の前縁に生育するモンパノキークサトベラ群集がみられた。

10）　ソナレムゲラーコウライシバ群集

　　Hedyo犠・Zoysietu蹴　tenuぜohaeMiyawak量196ア（Taわ1e　ll）

　琉球列島の海岸類生を特徴づける植生として，隆起サンゴ礁上に生育している植物群落がある。

しかし北谷町では，嘉手納飛行場に接した砂辺の海岸とハソビー飛行場跡の海岸の一部に，小面

積に生育する隆起サンゴ三夕の植生をみるにすぎない。

　自然状態のよく保たれた隆起サンゴ礁上ではイソフサギ群集，イソマツーモクビャクコウ群集，
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蘇
騒．

武臨

調

懸鍵饗

　　　　　　　藁・鐸

Fig．20．海水の飛沫のかかる隆起サンゴ礁の前縁部に発達するソナレムグラーコ

　　　　ウライシバ群集（砂辺）。

TheHedyoti－Zoysietuin　tenulfoliae　lsw三despreadonraisedcoralreefs
　rece三ving　abundant　salt　spray　（Sunabe）．

ソナレムグラーコウライシバ群集などの生育する海岸前線の植生からモソバノキークサトベラ群

集まで微妙な環境傾度に対応した配列がみられるが，北谷町ではソナレムグラーコウライシバ群

集とモソバノキークサトベラ群集の2群集だけが確認された。

　ソナレムグラーコウライシバ群集は，ソナレムグラ，コウライシバを群集標徴種および識別種
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　　　　　Table　11。ソナレムグラーコウライシバ群集

　　　　　　薮e（玉yoti－Zoysietum　tenuifoliae

a：Subass．withIndigofera　trifollata　ミツバノコマツナギ亜群集

b：Typical　subass．　典型亜群集

。；Sabass．wlthSaginamaxima　ハマツメクサ亜群集

CGmmUI貢ty　type；

Serial　no．＝

Reiev6　no．：

Altitude（m）：

Quadrat　size（m2）：

Height　of　VegetatiOn　（cm）＝

Cover　of　vegetation　（％）：

Number　of　species

群落区分 u a 1 b

通し番号

調査番号

C

海抜高
調査面積

植生高
植被率
出現口数

1　　　2

C難　CH
64　　81

　3　　4
1．5　　　2

10　　30

80　　60

　6　　　4

1

3　　4　　5　　6　　7

CH　CH　CH　CH　CH
80　　　　70　　　　74　　　　72　　　　73

　4　　　4　　　3　　　3　　　3

　2　　　3　　0。6　　0．5　　0．4

10　　3　　7　　3　　3
70　　　80　　　80　　　70　　　60

8　　4　　5　　2　　4

Charcter　species　of　ass．：　　　　群集標徴種

　Z∂ツ認α’8πκ洒Z’α　　　　　　　　コウライシバ

　伍読。孟～∫ゐ耀01u　var．〆》α”7〃∂Zα　ソナレムグラ

D三fferential　species　of　subass。1　亜群集区分種

　翫読9（漉ノ‘αかび滅αオμ　　　　　　ミツバノコマツナギ

　α欝々〃μゐノ』6η記α遅Z6　　　　　　　シマアザミ

　＆紗〃α〃～αζτ’〃～α　　　　　　　ノ・マツメクサ

Companions．：　　　　　　随伴種

　　　　　　　　　　　　　　　　ホソバワダン

　　　　　　　　　　　　　　　　ノゲシ

　Cノη〔ψ認1α∫ρ認ノ〃Zα1～ご60Zα舐ノ〃

　50ノκん」‘ぶoZβ1・αご8，，∫

出現1圓の種

1

4。3　　3●3　　4●4　　5・4　　494　　4・4　　4●3

1・1　　3●3　　3●3　　1・1　　2●3　　　●　　　1・1

　　　2・2　牽i　・
…÷　　1。！　1・2i　。

．　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o

1・2　　・

十　　　。

●

●

o

●

o

●

・　　11。！　　1。1i

　　　　　　Other　colnpanions；Serial　no．3：　句豆〃～αclz∫ζτ　ノ〃α～〃・∫々αノ～α　ノ、・マボツス

　9る40r’〃μテッポウユリ十，ゐψ孟’〃闇螂プ（ψ6〃∫ハイシバ十，4：β8κん6厩α∠加8α’αヒメクマヤナギ十，5：

　7レ施々μ〃’4帥々〃ノ’コメツブツメクサ十・2，CILO〃砂。読～〃μη惚七漉〃μカワラアカザ十．

調査地　Location：Ser｝al　no．1～7；Sunabe砂辺．

i調査年月日　Date　of　relev6：Serial　no．1～7＝15．　Apri11983．

十　　十・2　　・　　・　　十

・　　　・　十。2　　。　　・

　　　　　　十，ゐゴZ々〃泓Zoル

　　　　　　　　　　　　　Table！2．イソフサギ群集

　　　　　　　　　　　　　Philoxeretum　wrigh巨三

Relev6110・調査番号：C難一80，　Slope　aspect　and　degrceフ了位・傾斜：NW　50。，　Quadrat　size

調査面積：0．06m2，　Height　and　cover　of　vegeta亡三〇n植生高及び植被率；lcm，70％，　Number

of　species出現種数：1．

Character　specles　of　ass．：

勘πo謝rκ∫τσ1ゴ9ん祓

群集標三種

　イソフサギ 4・4

調査地　Location；Sunabe砂辺，調査駕月日Date　of　relev6：15．　Apri11983．

とする海岸隆起サンゴ礁」：二の草本群落である。群落の大部分ぱ3～5の植被度でカーペット状に

生育するコウライシバで被われている。コウライシバに混じってソナレムグラ，ミツバノコマツ

ナギ，ホソバワダン，シマアザミなどが高い常在度で生育している。
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1D　イソフサギ群集

　1｝hiloxeretu臓wrighもiiM：iy艮wakietKSuzuk童19ア6（Table　i2）

　叢生で多肉質草本植物であるヒユ科のイソフサギは，隆起サンゴ礁上にわずかに砂の堆積した

窪地にコケ状の密な植分を形成する。このイソフサギを標徴種とするイソフサギ群集は，隆起サ

ンゴ礁海岸の最前線で，たえず海からの飛沫，潮風の影響を受ける，植物の生育なとって最もき

びしい立地に分布している。このためイソフサギ群集の構成種はイソフサギ1種であることが多

い（鈴木1979）。

12）　リュウキュウイノモトソウーホウライシダ群落

　Pfεrεs　r騨た〃π8π8ε8一ゑ4εαπ加1πcαPεππs－oαあθrεs　comm賑niもy（Taわ韮e　13）

　海岸隆起サンゴ礁の直：接波浪の影響を受けない，風背側の日陰となる断崖地や内陸側の琉球石

灰岩の露頭，切り通しなど馴壌で湿潤な立地条件の石灰岩の綾羅にはホウライシダの群生する三

一植生が生育している。

　種組成的，また立地的にも臨海部と内陸部とでは異なっているが，共通して生育しているホウ

ライシダ，リュウキュウイノモトソウによってリュウキュウイノモトソウーホウライシダ群落に

駄

曝

獲，

麟一

義篠穣＝蝋’
難・

醸鎗．

1縛
、轟・∴翻．

・㌶

影

　　薦熱
，麟、．、

難鐘
璽

濯

Fig．21．隆起サンゴ礁など石灰岩の露玉した則陰な壁面に生育するリュウキュウ

　　　　イノモトソウーホウライシダ群落（ハンビー飛行場跡）。

The　P∫8ノお1つノ‘‘たツ～‘εノ～∫∫∫一A‘Z∫α〃〃L‘‘〃βc妙〃占‘∫一脚ノzc1ゴ5　communlty　occurS　ln　CreviCeS　on

the　shady　wa1】s　of　ra｝sed　coral　reefs（｝｛anbi三Air五eld）．
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　　　　　　　　Table　13．　リュウキュウイノモトソウーホウライシダ群落

　　　　　　　　　Pオ6ノーノ∫1⊃ノ雌yκ6〃5’5一・4‘♂ゴ‘〃z’♂‘〃’αψ〃μ∫一肥ノzOノ‘おcommunity

　　　　　　alTypical　under　unitり匡型下位群落

　　　　　　blUnder　unit　with　Bo81〃〃。ノ¶∫α40〃∫耀。ノ¶α　ヤナギバモクマオ下位群落

Co㎜1nunity　type＝

@　　儲鴎　　　　i　・l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

b

Serial　rlo．：

Relev6　no．：

Altitude（m）：

Quadrat　slze（m2）：

Aspect：

Slope　（。）：

Height　of　vegeta巨on（cln）：

Cover　of　vegetation　（％）：

Number　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高
調二面積

方　　位

傾　　斜

植生高
野被率
出現頭数

1

CH
74

　4

　1

5

60

3

2

CH
144

　2

　2

S

go

2Q

30

　3

3

10

40

3

N
90

50

70

8

4

CH
163

　6

　2

100

60

　8

5

CH
27

　8

　8

W
90

30

100

10

Dfferential　species　of　coinln．：

　蓋読4〃砲1π‘砂〃’♂5・て・召〃6厚∫

　P’8ノ’1∫7ツ～読」，”召1～5’5

Differential　species　of　un（ler　units：

群落区分種

　ホウライシダ

　リュウキュウイノモトソウ

下位群落区分種

　ヒメイタビ

　タマシダ

　ヤナギバモクマオ

　カラムシ

　イタチガヤ

4・4　　13・3　　3。3　　2・3　　2・3

。　　十　　　・　　　・　　死

恥αf∫∫’ψ～4α’α

N4〃～’層oZψガ∫催ノ噂fご～‘Zαオα

Z鉛81〃〃8ノゴα漉ノ～∫耀。／u

β08乃．〃～6ノゴαノ～ψ0ノ’0π∫’ぴCα

POgo／zα1～〃z8’．’～‘’〃c1プ〃～”〃〃

■

●

●

o

●

。　　　　十　　　 1●2　　　4●4：

。　　：十。2　　十。2　　　十…

。　　　3。3　　2・2　　　●　1

。　　十　　1・2　　。：

・　　・　十・2　　千

出現！回の種　Other　companioロs：Serial　no．1；G層（写）～4～α∫’ノw〃♂α’～660Z磁’〃〃ホソバワダソ　1。2，

　飾4yo’～∫‘o／86α〃αソナレムグラ牽，　in　2：ゐ6～‘cα∫〃～oZ々55～〃’αvar．　c1～魏8π5∫5ヤンバルツルハッカ十，

　in　3：1町α6∫てノグ9召’αハマイヌビワ！。2，7｝・αぐ1z4α4）8ノー〃’〃2’α紐癖‘♂‘〃’var．々κた々48〃58リュウキュウテ

　イカカズラ！・2，CZ6〃～α々∫g’u’αvar．ア＝yκ友yπo〃5’∫リ．ユウキュウボタンヅル2・2，　in　4：N4♪1～ノ’o匠ψ’5

　∂醜ノ’1’α’αホウビカンジュ十・2，λ必梶α麗1擢5∫∫ノzε〃5おススキ÷，ln　5＝αz1層ε諾ゐブ6’面CZfZノ癖5アオスゲ

　十，1≧ygo♂”‘〃’ブζ砂。／1～α．‘〃～f．6♂oノ～8π”‘ノπナガバカニクサ十，D’漉。〃【かα〃’∫c1－α〃’1～αアオイゴケ十・2，

　7ソzθ4）ゲ）妙廊αα〃～3加α飽ホシダ十，＆♂αg加6”α伽此1～．’瑠説∫ヒメムカデクラマゴケ十・2・

調査地　Locatlons　l　Serial　no．1：Sunabe上辺，2：Hanbli　Ai浦eldハンビー飛行場跡，3：Ihei伊平，

　41Yoshihara吉原，5：Kamiseido上勢頭．

調査勾：三月日　Date　of　re】ev6：Serial　no．1，5：14．　April　l983，4：10，　Feb．1984，3：240ct．1984・

まとめられる。

d．低湿地林　　Shτub　swamp

給）　ミツバハマゴウ群落

　　y琵εκかεfoZεαcommun童ty（Table　i　4）

　海岸隆起サンゴ礁の後背地，砂礫土壌の堆積した中小河川の川口付近など，海水の影響のみら

れる湿潤で地下水位の高い海岸低地は，オオハマボウ，アダンの混生するクロミノオキナワスズ



47

Serial　no、：

Rdev6　no．：

Altitu（le（m）：

Aspect：

Slope　（o）：　　　　　　輩

Quadrat　size（ln2）：

Height・f　Shrub　layer（m）：

Cover　of　shrub　layer（％）＝

Height　of　herb　layer（in）：

C・ver　of　herb　layer（％）：

Number　of　species：

Table　14．　ミツノミハマゴウ群落

　　琉齢かガb〃αcommunity

　　　　通し番号

　　　　調査番号

海抜高
州　　位

傾　　斜

調査面積

低木層の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

草本層の植被率

出現部数

1

C薮
156

　2

　5

50

20

　4

80

0，5

！0

　7

Differential　species　of　comm∴

　v漉露孟1ガbZ～α

Compan三〇ns：

L8zκα8ノ～αZ8z’co‘召♪1～α／α

　Moノマ，∫αZ‘∫‘πZ∠1∫

　C♂81〃αが3　9ノ「αオα　var．　1つ、，～’たツ～’8ノ～3’∫

13～‘♂ε〃5μ0∫αvar」u4～α’α

　砂0ノ〃08αω〃965’‘Z

　yoμ〃9～αゴα♪o〃∫αノ

調査地　Location：

群落区分種

　ミツノミハマゴウ

随伴種

　ギンゴウカン

シマグワ

リュウキュウボタンヅル

タチァワユキセンダングサ

ノアサガオ

オニタビラコ

S

S

H
S

S

H
H
H

4・3

2・2

十・2

2・1

1・2

！・2

÷。2

十

　　　　　　　　　Kuwae桑江，　Datc　of　rclev6調査年月日118，　April　l983．

メウリーオオハマボウ群団にまとめられる亜高木林の生育地である。しかし北谷町におけるオオ

ハマボウ林の成立可能な海岸低地は軍用地建設に伴なった海岸埋立や造成によってほとんど破壊

され消失している（新納1973）。

　桑江の海岸に流れ込み小河川の河口付近の自然堤防上に生育しているミツバハマゴウ群落は，

海岸低湿地に発達するオオハマボウ林の断片的な残存植生と考えられる。

e．塩生植生　　Salt・m蹴sh　vegeta重ion

14）　ソナレシバ群落

　Sやoro60‘膨S　ひ∫rρεπεe薦S　COIUI樵U鞭ity　（Table　15）

　オオウシオツメクサ群落と飼様に，河口付近，入江など砂泥が堆積した塩性湿地にはカーペッ

ト状に密生したソナレシバ群落が発達している。

　ソナレシバ群落は波浪や河川の流れの影響を強く受けるところでも，葡三枝を紳ぼして生育し

ている。また干潟内でも，早く乾燥するような回状地にも群落を形成している。
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空冨㍉ぐ亀壁熱姦

霧畿灘総灘譲蝋

・霧、謬欝ζ孤曽

驚噺

雛1
麟

ペド

T㌦
Fig．22．河口付近など汽水域の砂泥地に生育するソナレシバ群落（浜川）。
Theβρθノ’060∠～’∫恢1：9〃～’‘♂f∫community　is　foun（I　in　mu〔1（ly　an（l　san（ly　mars1｝es　near

r玉ver　mouth（Halnakawa）．

　　　　　　　　Table　15。　塩　　生　　植　　生

　　　　　　　　　　　Salt一組arh　vegetation

1：趣）醐g’イZαノゴμゐ。‘coノ～8∠community　オオウシオツメクサ群落

2：R砂αZ〃〃～‘砿9’ノ～α’”〃～communityサワスズメノヒエ群落

3：魯）oノ’oみoZ”∫”ノア召”〃’‘w∫community　ソナレシバ群落

Conユmunity　type：

Serial　no．；

Relev6　no．：

群落区分 1 1 2 ｛3

Date　of　relcv6ぐ84）：

Quadrat　size（m2）：

Height　of　vegetation　（c叢n）：

C・ver　of　vegetation（％）：

Number　of　specleS：

通し番号

調査番号

調査年月日

調査番号

植生高
植被率
出現種数

　1

CH
146

　4

！7

　5

10

80

　1

2

CH
89

　4

16

　4

15

60

　1

3

CH
88

　4

16

　4

10

60

　2

　4

Cヨ
147

　4

17

　2

20

90

　2

　5

CH
90

　4

！6

20

25

90

　1

　6

CH
92

　4

16

20

35

100

　2

7

CH
82

　4

15

　4

15

95

　1

8

CH
91

　4

16

　2

15

80

　！

　9

CH
67

　2

　4

　2

30

100

　5

D三fferential　species　of　comln．： 群落区分種

　オオウシオツメクサ

　サワスズメノヒエ

　ソナレシバ

1
5ン＞eノ「9μ～α’亀～αわOCCO～こ召～

Rz宴〉α♂～〃～～wα9ピπα’α

5♪0ノー0ゐoZ～’5・ぴ～ノ召’～ノ～～‘W∫

15．5　　4●4　　4．4｝　十 ● o o ●

十　　15・5　5●5　5●5　5・51　。

●

● ● o

o ● ● ● o 。　　】5●4　　4●4】

Companions随伴種；Serial　no。6；jp1～’w9〃～ノ’6ぶα～’∫ごノτ～Z’5ヨシ十，9：（読∬y〃～αノ「／ヴb〃〃ゴ∫スナヅル2・2，

　V～9〃α〃’‘zノー～〃αノ・マアズキ1・2，々》θ〃～o‘・‘～ρ8∫αz♪1噂αβグンバイヒルガオ十，β1‘18ノ～∫♪～！o∫αvar．πZ（〃α如

　タチァワユキセンダングサ十．

調査地　Locatlons：Seriaho．1～8：Kuwae桑江，9：Sunabe砂辺．
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　　Fig．23．　河口付近や入江など，潮間帯塩性湿地に生育するオオウシオツメクサ群落

　　　　　　　（桑江）。

　　　Sa】t－marsh　vegetatl（）n（lominated　by称）81：9”！‘〃ゴα∠）orω〃β’occしlrs　in　lower－lying　tidal

　　　flats（Kuwae）．

15）　オオウシオツメクサ群落

　疎｝θrσπZαrεαδoccoπεεco】籠】蔽unity　（Tab蓋e　15）

　米軍基地のキャンフ．桑江からの生活排水が桑江海岸に流出する河臼付近の入江には，小面積な

がら潮間帯塩性湿地が形成されている。

　最も河口に近く，波浪の影響を強く受けるところでは，泥土の堆積はあまりみられず砂質な立

地となっている。このように砂泥質で汽水的条件のみられる塩性湿地には，オオウシオツメクサ，

ソナレシバなどが，それぞれ純群落を形成している。

　オオウシオツメクサ群落は干潟の所々にできた潮溜まりの周辺に純群落を形成している。

　　f。低層湿原　　瓢OW・moor

16）　ヨシ群落

　Pゐrα97瞬εsα配sごrαZε8commun圭tア（里able　16）

　サワスズメノヒエ群落よりさらに淡水性の強まる中小河川の河口付近の泥湿地にはヨシの優占

するヨシ群落が岸辺にそって帯状に生育している。

17）サワスズメノヒエ群落

　Pα卿α」μ〃3汐α9’πα加〃2commun茎ty（7ahle　l5）
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嚢旗国馨馨箋嚢

爽婁峯’ 糞鋸

懇

　　　　　Fig．24．河口付近の低湿地に生育するヨシ群落（桑江）。

The　Iヲ〃・α9ノ〃～オθ∫α1碑1ττ〃∫community　occurs　on　the　muddy　soi；along　rivers　near亡heil

m・uthS（1〈uwae）．

Ser三al　no．：

Relev6　no．＝

Altltude（m）：

Quadrat　slze（m2）：

Height　of　vegeにation　（m）；

Cover　of　vegetation　（％）　＝

Nunlber　of　species：

Table　16．　ヨ　シ　群　落

！ツ～’ug〃～∫’8∫α～’5♂1一α115　COnm｝Unity

　　　　　通し番号

　　　　　調査番号

海抜高
調査翻積

植生叢
叢被率
出現種数

1

CR
93

　0

10

1．4

90

　2

Different三al　specles　o｛comm，：　　　　　　　群落区分種

　P1灘zg〃樒6∫α～醜～τ漉5　　　　　　　　　　　ヨシ

Companion：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i頒｛懇懇

　拓5ρα♂～〃〃wzg11κ～♂〃ノ〃　　　　　　　　　サワスズメノヒエ

調査地　Lacation：Kuwae桑江，　Date　of　relev6調査年月日：16。　Apr三l！983．

5・5

1・2

　桑江の海岸の河口付近に形成された入江の奥まった部分には，砂泥の厚く堆積した汽水性の湿

地がみられる。このような汽水性の泥湿地にはヨシをともなったサワスズメノヒエの密生したサ

ワスズメノヒエ群落が発達している。



51

　　靴誕

縛目

　　　　難

瓠慧

難灘

鞭海、

　F19．25．汽水域の低湿地に発達しているサワスズメノヒエ群落（桑江）。

Theぬ∫♪αZz〃〃劉αgピ〃α孟μ〃～community　occurs　in　brackish　water　on　muddy　substrates

near　r量ver　mouths（Kuwae）．

B．　代償植1生　Subs傾tute　vegetations

a・森林植生　　Forests

18）　コゴメスゲーリ議ウキュウマツ群集

　Carici　brunneae・Pinetum　lutch秘e鰍sisK．　Susuki　1978（Tab茎e17）

　リュウキュウマツ林は，戦前からの伐採，火入れ，戦火などの自然林の破壊されたあとの再生

二次林あるいは植林として，北谷町の台地，丘陵に広く発達している。これらのリュウキュウマ

ツニ次林は，リュウキュウマツ，テンニソカ，センダン，ギイマ，カンコノキ，フクマンギ，タ

シロスゲ，コゴメスゲ，ホウロクイチゴを群集の標徴種および識別種とするコゴメスゲーリュゥ

キュウマツ群集にまとめられる（鈴木1978，1979）。

　本地域のコゴメスゲーリュウキュウマツ群集は琉球石灰岩地域の植生域（ナガミボチョウジー

クスノハカエデ群団域）に位置していることから，群落構成種にはアカギ，懇懇バギ，グッキツ，

サルカケミカソ，リュウキュウクロウメモドキなど島尻要素の植物が多数みられる。また高木層

や亜高木層にはホルトノキ，ヤブニッケイ，タブノキなど自然林の構成種を伴なった林分も多く，

本地域のリュウキュウマツ林が，遷移的に自然性の常緑広葉樹林に移行する過程にあることを示

している。



52

Fig．26．　ゴゴメスゲーリュウキュウマツ群集は，台地，丘陵部にリュウキュウマ

　　　　ツの優蒸する二次林として広く生育している（古源）。

Caric三brunneae－Pinetum　lutchuensis，dominantedby1ヤノ～’f∫♂～‘1ビ1～～fθ1∫1∫

三nthe　tree　layer，　occurs　as　substitute　vegetation　plateaus　and　hiils　（Yoshihara）．

　北谷町に分布するコゴメスゲーリュウキュウマツ群集は，上勢頭，吉原など一部非石灰岩質土

壌のみられる地域の，ピサカキ，コバンモチ，ノボタンなど国頭要素の植物により特徴づけられ

るノボタン亜群集と琉球石灰岩の露出した石灰質土壌の堆積する台地，丘陵の，ハマイヌビワ，

ガジュマルなどイチヂク属の種により識別されるハマイヌビワ亜群集に区分される。



b．林縁生低木一つる植物群落 Forest・edge　shrub　and互iana　communiもies

19）　リュウキュウボタンヅルーノアサガオ群落

　αθ配αfεsgrαfαvar．　r〃πゐ〃πθηsε8．」ゆ。ηεoθαε泥♂εcαcommun量ty（Table　l　8）

噺魏

i癒・難 灘

．戸

｣郵

醸”翠

Fig．27．林縁生低木一つる植物群落として生育しているリュウキュウボタンヅル

　　　　ーノアサガオ群落（上勢頭）。

τheα6〃z磁ご59ノ窃αvar．7＝yμ々ツ岬ノz∫’∫，々）o〃zo8αf〃読ご召community，　domina仁ed　by　chmbers

and　shrubs，　usually　occurs　on　forest　edges（Kamiseido）．

53
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　ガジュマルークロヨナ群集やオオバギーアカギ群集などナガミボチョウジークスノハカエデ群

団域の森林植生が伐採，火入れなどにより破壊された後にみられる遷移途上の先駆的低木林や若

齢低木～亜高木林には，ノアサガオ，テリハノブドウ，リュウキュウボタンヅルなどのつる植物

を伴なったマント群落が発達している。とくに温暖で適湿な立地にめぐまれた白比川上流域二筋

の林縁または上勢頭の谷あいにみられる耕作地周辺にはつる植物を密生した先駆的低木，亜高木

林が比較的広面積に生育している。

　つる植物に被われた低木の種類，樹高とも二分ごとに異なっているが，共通にみられるノアサ

ガオ，テリハノブドウ，リュウキュウボタンヅル，クロミノオキナワスズメウリ，などのつる植

物によって，これらの植分は，リュウキュウボタンヅルーノアサガオ群落にまとめられる。

　下層の草本層にはツルソバ，ススキ，ホウロクイチゴなどが高い常在度に混生している。

Serial　no．；

Relev6　no．：

Altitude（m）：

Quadrat　size（m2）＝

　　　　Table　19。ショウロウクサギ群落

α6’η48〃‘1’り〃’1ゴ‘71～o’o〃～ど〃〃var．8∫α”6〃∫〃〃’community

　　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　　調査番号

Height　of　shrub　layer　（m）　：

Cover　of　shrub　layer　（％）　：

Height　of　herb　layer（m）：

Cover　of　hefb　layer　（％）　：

Number　of　species：

海抜高
調査面積

低木屡の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

草本層の植被率

出現忌数

1

　0

　3

10

15

　4

80

1．5

60

28

Differential　species　of　comm．：

　CZ8ππ♂ノw～〃允110加’〃～〃〃var．郎α’Z8〃’～’〃～ショウロウクサギ　　　　　s　i　　　　5・4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亙｛　i　　　　＋
その他の種Other　species＝ηα4∫∫8ρ々硯オオバイヌビワ　S－2－1，　H一＋，ル毎8∫αオ8〃e／uシマイズセ

　ンリョゥS一十，13’5‘1LOがαノαηα〃～cαアカギ　S一十，　H一十，5〃”α灘∫8加αノ～αハマサルトリイバラ

　S一十，T～‘ψ∠π如∫8η～α’αショウベンノキ　S一十，1勧’o∫ρ07w〃幻かかα　トベラS－！・1，　H一十・2，

　1乃ゼcllo5αノz〃z85α’‘z‘〃～8ノー。～‘Z85カラスウリ　S一÷，　R1～α〃〃～z4∫疏‘た～zイ81～∫～∫　リュウキュウクロウメモドキ

　S＿十，Rllz，5∫～κぐ84α〃8‘zハービS一十，　R昭48がα∫‘αノ～ど61zs　var．〃～αか8～ヘクソカズラS一十，・4Zoαz5ノα

　〃zαぐ船r1八目クワズイモH－3・3，0♪Z15〃’6〃～‘∫‘o〃ψ05ぬ‘5エダウチチヂミザサH－3・4，0諾α〃∫

　‘oノ：y〃～∂05αムラサキカタバミ　｝｛一2・3，ノ4c1りηwz∫138∫翫48扉α’αモンパイノコズチH一十，，8’48ノ～∫

　ρ∫♂05αvar」u4～α彦αタチアワユキセンダングサH一÷・2，　Mf∫‘rαノz‘1L～♂∫3加8／z5～∫ススキH－1。2，・4砂～〃’‘～

　5ρ8cfo5ζτゲットウ｝｛一十，んそygo〃μ〃♂‘ん～ノ～8ノ～58　var，オ11z〃z∂8／9～απz‘〃ツルソ！ミH一十，　qy♂o∫oノ・～’∫

　αα〃加ηα紐5ホシダH一十・2，36～ψ郡∫8川認ω躍5オオァブラガやH－1。2，Aッc1ま。〃ゴαノ〃α癖1召榔’∫

　ナガミボチョウジR一十・2，・P‘8ノ廊ノづノκたッ配ノ～∫～5リュウキュウイノモトソウH一十，κα♂∫z〃’αノ砂。〃～c召

　サネカズラH一十，Cαノ℃」じうrz‘〃z侃コゴメスゲH一十，　nα‘5αw‘αイヌビワH一十，α8〃’α”5　g／u’α

　var3ッμ勿π6～z∫ど∫リュウキュウボタンヅルH一十，　Moノー‘’5α～！∫〃』αZ∫∫シマグワH一十．

調査地　Location＝Camp　Zukeranキャンプ瑞慶覧Date　of　relev6調査年月日＝13．　Feb．1985．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55

20）　ショウ日ウクサギ群落

　αθrodθπ（9roπかεc1己。‘07π麗配var．θ8c㏄Zθπ伽配commun隻ty（「むahle　19）

　米軍基地内の普天綾川（佐織天川）沿にはオオバギ～アカギ群集が残されている。この懇懇バ

ギーアカギ群集が部分的に破壊され陽光のさし込んだ疎開地には，ショウロウクサギやギンゴウ

カン（ギンネム）が侵入し植分を形成している。シ・ウロウクサギの優論議分は，シ。ウロウク

サギ，オオバイヌビワ，ハゼノキを区分種としてショウロウクサギ群落にまとめられた。

　ショウロウクサギ群落は高さ4mの2層群落で，低木層には上述の種の他，トベラ，ア曝露，

ショウベンノキ，シマイズセソリョウなどが生育している。草本層にはクワズイモ，エダウチチ

ヂミザサ，ムラサキカタバミが優馨し，ススキ，タチアワユキセンダングサ，ホシダなどがみら

れる。

　シ。ウロウクサギ群落は琉球列島では先駆植生として，法面や疎開地に小植分を形成している。

c．　オ直　　　林　　　　Afforesもations

2D　トキワギョリュウ（モクマオウ）植林

　Cα8παrεπα　ε9πεsθだfoεεα　P茎anta毛ion　（τable　20）

一編謹．

亭嬉，．、

　　　ξ穫

姦姦・

娠’蜜1

Fig。28．　海岸砂丘地の砂防林として植栽されたトキワギョリュウ（モクマオウ）

　　　　植林（桑江）。

Cα5μαノ伽α8卿∫∫8雄bZfαimported　from　Australia，　has　mostly　been　planted　as　a　coastal

w量ndbreak亡。　keep　seawind　and　saltwater　spray　off　the　coastal　dunes（Kuwae）．
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　北谷町にみられる植林としては一部のリュウキュウマツ林，ソウシジュ林，トキワギョリュウ

（モクマオウ）林，や緑肥植物として植栽されたギンゴウカン（ギンネム）群落などがある。そ

のうちトキワギ。リュウ（モクマオウ）は台地，丘陵に植栽されることもあるが，耐乾性が強い

こともあり，琉球列島の海馬砂丘地に防潮林，砂防林としてしぼしぽ植栽されている。

　桑江の海岸砂丘に植栽されているモクマオウ林は樹高が6～7mの若齢な疎林で，林床にはハ

マアズキーグンバイヒルガオ群集の構成種のほかに，ススキ，タチアワユキセンダングサ，アメ

リカヒゲシバ，ハイシバなど二次草原の植物やイネ科の帰化雑草などが混生している。桑江海岸

のトキワギョリュウ（モクマオウ）植林は，理立，造成など人為的干渉を強く受けており，生育

Ser三al　no．：

Relev6　no．：

Altitude（m）：

Quadrat　size（m2）：

Table　20．　トキワギョリュウ（モクマオウ）植林

　　　　Cα∫～‘α’ゴ〃α69～415θオ歪プわ々α　plantation

　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　調査番号

Height　of　tree　layer　（1n）：

Cover　of　tree　layer　（％）　：

Height　of　shrub　layer　（n諏）　：

Cover　of　shrub　layer（％）：

Reight　of　herb　layer　（m）　：

Cover　of　herb　layer　（％）：

Number　of　specdes；

海抜高
調査面積

高木層の高さ

高木層の植被率

低木層の高さ

低木磨の植被率

草本層の高さ

草：二三の植被率

出現種数

　1

CH
94

　1

20

　7

70

　1

50

0．5

10

15

2

CH
99

　2

50

　6

60

　2

10

0。5

20

15

Afforested　tree；

Cα5～♂αノ吻zα89～4ガ麟’プb♂～α

Other　species二

　珍。〃」0忽μ∫一‘妙1¶α6

　ハz5卿伽〃四α9加α‘z乙〃墨

　聾91zαノ〃αゆzα

Bど46ノ～5μ・∫αvar。1認～磁

　M∫56απ’1王‘45∫fπθノz∫∫5

　αz♂oブ∫∫9の，α2～α

　㍑勿如ノzo4耀01π

　山砂認π‘∫プ（ψ8η∫

出現1回の種

植栽鮒

　トキワギョリュウ

その他の種

　グンバイヒルガオ

　サワスズメノヒエ

　ハマアズキ

　タチァワユキセンダングサ

　ススキ

　アフリカヒゲシバ

　イワダレソウ

　ハイシバ

T
S

H
H

H
H
H
H
H

4。4

●

1・2

十

十

十

！・1

÷・2

十。2

十

4。4

1・1

1・2

十

÷・2

十・2

十

十

十

十

　　　　　　Other　companions；Serial　no，1；五ε～κα8／zαZ6zイooc（4）1zαZαギンゴウカンS－！・1，　H一十，

　Z（≧γ∫如〃zα♂1㎡♂πコウシュンシバ　薮一÷，06／zo蔽θπz∠αご加如彦αコマツヨイグサ　H一十，5ω～61zz’∫

　oZ8πz68μ∫ノゲシ薮一十，　Z〃ψ8πε彦α鯉Z加凶尾∠6αvar．ん。θ1z’g～fチガヤH一十，・4∫’βr∫～めz‘Zα‘z45ホウキ

　ギク薮一÷，ln　2：Gカzz〃πα∫∫α∫∫α〃μvar．掴ρωzかごμ〃’ハマオモト｝｛一1・1，0澱Z～5601ツノノめ05αムラ

　サキカタバミH一十，乃‘〃z砿ノ砂。漉α∬ギシギシ　H一十，茄題御’oπ5～〃〃磁r8ノ～∫～∫オオアレチノギク

　H一十，qyπ040π4α¢yZoπギョウギシバH－2・2，αθ〃zα‘ガ∫gプα’αvar3：yμ々yz4ε7～5∫∫リュウキュゥボ

　タンヅルH一闇十．

調査地　Location：Kuwae桑江，　Date　of　relev6調査年月日；16．　April　1984．
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Fig．29．　かつて緑肥植物として植栽されたギンゴウカン（ギンネム）の群落相観

　　　　（白比川）。

　ゐακα8／zαZακoαψ1～α∠α，was　formerly　pianted　as“green　manure”，　occurs　mainly　on

　fallow　land　an（l　along　rQads量⊂！es（Shirahi－gawa）．

状態はあまりよくない。

22）ギンゴウカン（ギンネム）群落

　五θ駕。αθπαZθπcoc¢PんαZαcommunity（Tab蓬e　21）

　ギンゴウカン（通称ギンムネ）は熱帯アメリカ原産のマメ科低～高木で，本来琉球列島各地で

緑肥植物として植栽されたものが野生化し，群落と形成している。

　北谷町では，耕作放棄地，農道，林道ぞいに侵入繁茂している。とくに軍用地内の法面，崖錐

斜面には，広い面積にわたって生育している。ギンゴウカン群落の下層の植物は石灰岩質の台地，

丘陵地と砂質の海岸低地など生育立地によって変化しているが，ムラサキカタバミ，ヘクソカズ

ラ，シマグワ，クワズイモなどは両地域に共通してみられる。

d．竹　林　Bamboo　groves

23）　ホウライチク群落

　Bαηめ麗8αη脚臨μ9κcommu漁ity

黙認耕作地となっている上勢頭の米軍基地内の丘陵斜面には，かって農家の生壇用として植栽
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Serj駄1　no．：

Relev査no．；

Table　21．ギンゴウカン（ギンネム）群落

　　　L8Zκα8／ZαZ齪COαψ1LαZαcommunity

　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　調査番号

Alt三tude（m）：

Aspcct：

Slope　（。）：

Quadrat　slze（m2）：

Height　of　tree】ayer（m）：

Cover　of　tree　｝ayer　（％）　：

Height　of　shrub】ayer（m）：

Cover　of　shrub　layer　（％）　：

Height　of　herb　layer　（m）　＝

Cover　of　hcrb】ayer（％）：

Number・f　species：

海抜高
点　位
傾　斜
調査面積

高木層の高さ

高木．層の植被率

低木層の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

草本届の雛被率

出現種数

王

CH
　7

80

S

　5

50

　8

10

　4

80

0．5

：30

24

2　　　3

CH　　C王．茎

54　　157

60　　　1

50 20

　4　　　4

80　　80
0，8　　0，4

4（1　　40

22　　17

Dlfferential　species　of　comm。：

恥～’ω8〃α1（’πωαψ1～‘～～α

Companions：
　θ．τα1～5ω，・wめ05‘τ

　」az8ζ1〔η・～μ　5ぐα〃‘1‘ワ～∫　var．　ノ〃召’，・｛ノ’

ハfoプ’‘∫ακ∫’，・α〃5

α朋α〃’oノ〃～θ’～ノ‘ψθ〃’‘7’〃〃

λ∫’ごηπ）・α♪α〃～α’1α’α

L”5‘・‘zブ‘z♪o〃’‘と↓

群落区二分種

　ギンゴウカン

随伴種

　ムラサキカタバミ

　ヘクソカズラ

シマグワ

ヤブエッケイ

ゲッキツ

ハマビワ

．’ P〃ψ♂砂5～∫1η噛‘・τ・ψ‘・‘～〃〃ビ”面’‘．τvaLん川‘’♂テリハノブドウ

Cロ5♂‘‘〃ゾ〃【z‘ぞq’”∫‘塵／～ノ〃‘τ

P～oα～∫’α〃」‘ぽ‘・，・ωγ1～～ミ‘．こ

か0〃～0ご‘Z～ノ～げ’αε

トキワギョリウ

クワズイモ

ノアサガオ

捌4‘～〃∫！，〃。灘var．7寂1～α紐　　　　　　　タチアワユキセンダングサ

M～∫αz〃〃～螂5～川ぞノ～5～∫　　　　　　　　　ススキ

％ら写ω～’〃〃・ゾ伽θ卍∫（・var．〃～f〃め8’寝・〃～～〃〃ツルソバ

　　s…

　　　i

　　Hl

　　Sl
　　慧i

　　S…

　　S
　　｝至i

　　S

　　H

　　S；
　　　…
　　H己

　　S．

　　H
T，s．i

　　・i

含｝

鐸

　　Hi

5。5　　5・5

●

3・：．3

十・2

十

十

十

十・2

十

。

十

■

1・2

1。2

o

o

・

●

●

十

●

●

●

十

十

●

十

十

1・2

十

1。1

十

2・2

1・2

2。2

2・3

十

5・5

十・2

一ト・2

十

十・2

レ1

o

●

●

o

●

●

o

●

o

，

十・2

十・2

2・2

十

1・2

出現1回の種　Other　specics：Seri｛江ho．1．：君～α80αη診’‘∫呪y～t・‘・∫～’おvar，〔r～〃♪”‘・‘‘5ボルトノキS一→一，

　H－2・3，Rlzα’〃〃～‘∫1～♂‘々’”8〃∫～5リュウキュウクロウメモドキS一＋，1雀・バ8μ〃～～〃～δ｛～’：9～’タブノキS一十，

　H－1・2，須〃，’〃’‘」1’〃～ζ”‘～ショウベンノキS一十，Mf55α〔～〃（翫／・αノ髄こ，ヴ1伽fコンロソカ　S一十，5’8一

ρゐα癖α諺ψo〃～αεvar．ご川∫’耀～’∫コバノハスノノ・カズラS・一十，黄‘7〃5｛”甲‘’‘9’‘8イヌビワS一十，　Cα”ごα’ψα

ゴ妙。ノ～～α‘vaL！’‘」’」〃’1α〃5オオムラサキシキブ　S一＋，　G／θ‘ゾ～’4’∂〃θみ01こ冒‘」々ρ〃カンコノキ　S一＋，

　E1‘z印g〃郡”～～〃め‘’ノ召ガタイワンアキグミH一十・2，蹟’θ〃）ワ川’∫．〃｝θ〃～α’∫マサキH一十，君1αθoα～1ψ～f5

ノα♪ω～’α‘5コバンモチH一十，ノう噛～8〃郡‘層【柵ノ，‘」η’‘ん8配カンピザクラ｝．．｛一一十，7ソrめ少’8’昏’θ〃’85’α〃αア

　ラゲヒメワラビH一十，ln　2：1勉8’τ1ノゾ‘↓〃’o〃如”α　タイワンクズ　S一十・2，5〃～”α．じ〃8’Ψo〃’α’運ζ加α’α

　ササバサンキライ　S一一←，1勧’05Po’畠’‘〃”oゐ～川トベラ　S一十，・VP～〃1‘ご51・ぼ～θ∫‘♂ゲットウ　H－1・1，

　吻1～7’01｛ソ》’5‘擢～¶’【「’‘！ζ」’‘‘タマシダ｝｛一十。2，∬ζ～己∫’‘‘ノ，θ4yζ切ソ♪【よイイギリ　S一÷，13081～〃’‘rノ・fμ〃ψoノ～o．

　2」fw’αカラムシH一十，（塑臨’〃。〃”∫ω〃’ρo漉’‘∫エダウチチヂミザサH一一ト，5〃’”‘ぼ∫‘’δαz〃‘乙ハマサ

　ルトリイバラ　H一÷，C1‘ワ〃α’酌〃尾w’～’α〃αヤンバルセンニンソウ　H一＋，　in　3：α没’∫ゐ。刀’〃げノr5～∫　ク

　ワノハエノキS一十・2，5α～（～1こ’o！α5‘P’嘘‘」‘8クサトベラ　S一．．一十，ノ∫’∫ご’1’（〃’αノ」♂て．’‘‘〃’（「μアカギ　S一十，

　ハ距～o”η’～α～’盈加‘ワ’論クロミノオキナワスズメウリH一一十，β’wピ1”‘〃寂〃’’’”‘πパラグラスH一＋，

　50～α〃’〃〃～ノ曜ωマ’〃’メジロホオズキU一一十，5ω’‘・ノ～郡θ～‘・ノ祖と・〃∫ノゲシH・一十，（．わ〃〃〃‘・1～ノ㍑αfごノ・～α’！‘ど’μ

　ホウライツユクサ｝｛一十，！ぜ’ご〃～｛ぼノ‘’1，ω～∫‘w5ギシギシH一十．

調査地Locations：Scr｝ai　I1（．）・1：Yく）shihar三北吉原，2：Uguisudalliウグイス谷3：Kuwac桑江，　Daしc

of　reiev6　調査ゴ．1三ノ彗日　：夏、o，　1：i3，　Apr㍊　1984，2；15，　Apr這　1．984，3；18．ノ、prii　lg84．
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　　　　　　　Fig．30．　農家の周田1に植栽されているホウライチク林（吉原）。

　　　／3α〃め～イ5α〃昭髭ψZ駕，often　planted　as　a　hedgeまaround　houses　in　Ol｛inawa（Yosh三hara）．

されたホウライチクの竹林が所々にみられる。すでに竹林として管理されていないこともあり林

床には隣接する騒騒バギーアカギ群集の構成種であるフカノキ，ヤブニッケイ，ハマイヌビワな

どの幼木が散生している。しかしホウライチクは程を密に束生させ，密生していることや厚く堆

積した落葉層のため，林床に侵入，生育する植物は少なく，出現種数も15～17種にとどまってい

る。

e・二次草原・路傍雑草群落　　Secondary　meadow　and　weed　commuRities

24）　ホシダーススキ群集

　Thelyptero－Miscanもhe七um　sinensisSugan臓maetNaito　19ア6（Table23）

　琉球列島は，年平均気温が200Cを起え，年間降水量も2，000mm以上となる亜熱帯気候に属

していることから，植物の生育にとってきびしい立地以外では，自然植生としてヤブツバキクラ

スにまとめられる常緑広葉樹林が成立する。したがって琉球列島にみられる草地の大部分は定期

的に行なわれる採草，火入れ，家畜の放牧といった人為的な干渉下に成立している持続群落か耕

作地，森林伐採跡地など遷移途中の二次草原である。

　北谷町の台地，丘陵地の森林伐採跡地，耕作放棄地，道路法面にはホシダ，ホウロクイチゴ，

イヌビワを群集の標徴種および識別種とするホシダーススキ群集にまとめられる。

　ホシダーススキ群集はススキが90～100％の植被率で繁茂し，ホシダ，タチアワユキセンダン
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Ser三al　no．；

Relev6　no。1

Altitude（m）：

Aspect．l

Slope　（。）：

Quadrat　size（m2）＝

Height　of　tree　layer（m）：

Cover・f　tree　layer（％）：

Height　of　shrub　Iayer　（m）：

Cover　of　shrub　layer（％）：

Height　of　herb　互ayer　（m）：

Cover　of　herb　layer　（％）　＝

Number　of　species：

Table　22．ホウライチク群落

Bα〃～うzびα〃z～6Z渉ψZ8¢communlty

　　　　　通し番号

　　　　　調査番号

海抜高
方　　位

傾　斜
調査面積

高木層の高さ

高木層の植被率

低木層の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

草本屡の植被率

出現種数

　1

CH
42

50

W
30

40

　8
70

　5
10

0．3

10

15

　2

CH
41

50

w
30

25

　8
90

　2
！0

0．5

　5

17

Different玉al　species　of　c・獅m∴

　βα〃Z～漉∫α〃〃漉ψ163

COInpan三〇ns：

5c1曜が187ηα｝オ。少11メZα

P認05♪0’W〃口演ノU

MヒzZZo加5ρ1認’妙召’15～∫

C加〃μノπo〃液〃～．露ψo〃∫α〃〃．

砂。〃’oω加ゴ～αエ

E♂α806αノ：ρ♂‘∫5y加8ぎ翻5　var．8〃μぬ♂5

ム＞90読μ〃～．ノα♪0癖C～〃μf．6ZO〃8㍑甜ノ〃．

qyごZo∫01・μ5‘zα〃ノ’1〃ζπμ5

群落区分種

　ホウライチク

随・伴種

　フカノキ

　トベラ

クスノハガシワ

ヤブニッケイ

ノアサガオ

ホルトノキ

ナガバカニクサ

ホシダ

T 5・5

　　　　1・2

iil；

醤…

c∵

5・5

！・2

÷

十

十

十

十・2

十

十

十

十・2

出現1回の種Other　companions；Serlal　no，1：避lcκ5癬19α’αハマイヌビワ　T－2・1，　S一十，　Cf／z一

　ノzα〃’o〃曜〃’ぐα〃’ρ1zoluクスノキS一＋，”9～説’忽〃」ノ＠01z16～〃〃ネズミモチS一÷，乃1α‘5ωで（惣イヌ

　ビワS－1。2，Aッ（ゾLO‘ノ”α5ωψ8ノ～5シラタマカズラH一十・2，β1っ，ωz砂5お♂αご～ノ～’05μオキナワスズメウ

　リH一十，in　2＝Rlzα〃π♂f5　Zガz6々詔6〃5～5　リュウキュウクロウメモドキT一十，α8〃～鷹～59ノ・α’αvar．

　ノっノε魂y‘‘θπ∫∫5　リュウキュウボタンヅル　S一十。2，R～♂∂～45∫’860Z4∫∫ホウロクイチゴ　S一十，　Mμ1闇πZJ履

　ρωz∫α4♂α’αゲッキツS一十，ゑ砂”z～α51ウ8‘∫03αゲットウH一十・2，・4♂Ofα∫如〃’αぐ’『o〃’ん舵αクワズイモ

　H一÷，S〃認α」∫8加α照ハマサノレトリイバラH一率，　Qρ臨ノ〃8〃郡co〃’ρo∫勧∫エダウチチジミザサ

　蕪一十．

調査地　Location：Camp　Katena嘉手納基地内。　Date　of　relev6調査年月日：14．　April　1984．

グサ，ノアサガオ，ムラサキカタバミなどが比較的高い常在度で生育している。

25）　オオアレチノギクーススキ群落

　亙rερθroπ8配η己αfrθπ8εε・瓢ε8cαπ疏πs　8επeπ8ε8　com韮nunity（望曲1e　23）
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購懸慧 鷲

i誘弓田臨・

懸
　Fig．31．琉球列島に広く発達している二次草原のホシダーススキ群集の相観

　　　　　（吉原）。

Secondarymeadows　of　Thelyptero・Mlscanthetum　slnensis　occuτonland
（listurbed　by　fire　or　cutting，　thrQugh・ut　tlユe　Ryukyu　ls〕an〔ls（Yosl〕ihara）、

　臨海部の営城，砂辺など海岸埋立，造成地，耕作地周辺の畦地には，オオアレチノギクを識別

種とするオオアレチノギクーススキ群落が生育している。生育地が海岸に近いことから海水の飛

沫，潮風の影響を強く受けやすくまた＝ヒ壌は砂質あるいは未固結の造成塊土など貧栄養なことも

あり構成種は！2～13種と少ない。

26）　コシダ群落

　1）εcrαπoμθrε8　dεcん。ε07παcommun童ty（Table　23）

　非石灰岩質の赤土土壌のみられる吉原の台地に発達するコゴメスゲーリュウキュウマツ群集の

回縁の路傍や法面には，コシダが優嘉した職分が生育している。コシダの間には隣接群落の構成

要素であるリュウキュウマツ，イジュ，テンニンカの実生やススキが混生している。

　コシダ群落をはじめ，ホシダーススキ群集，オオアレチノギクーススキ群落など琉球列島の，

ススキの優翻する二次草原は，リュウキュウボタンヅル，ナガバカニクサ，ハマサルトリイバラ，

ヤンパルセンニンソウ，タイワンクズを標徴種とするナガバカニクサーススキ群団にまとめられ

る（鈴木1979）。
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環《。講

繋総鞭翻

鑛
　　　乳磯

Fig．32．非石灰質の赤土土壌地に生育するリュウキュウマツ林の林縁に多くみら

　　　　れるコシダ群落（吉原）。

Acolnmunity　dominated　by　an　evergreen　fern　Z）～ご，τ〃～oノ》’6ノ廊‘～1‘flzo’o〃，α，　is　found　at

the　：nargin　oξ　1「～〃～’5　♂～’♂ぐん」’（～〃∫～∫　forests　on　the　acid　red　soil　of　plateau5　and　hllls

（Yoshihara）．

27）　タチアワユキセンダングサーキンゴジ力幕落

　βεdeπ8　pπ08αvar．　rα毒α彦α一8εdαrんωπδεfoZεαco照瓢unity（Tab玉e　24）

　白い可憐な花を咲かせるタチアワユキセソダングサぱ熱帯アメリカ原産の1年生草本帰化植物

であるが，近年琉球列島を中心に，耕作地，路傍，二次草原ばかりでなく，海岸砂丘，ギンゴウ

カン群落のなかまで侵入，生育している。このような旺盛な繁殖を示すタチタアワユキセンダン

グサの最も良好に生育している立地は，適湿で栄養分に富んだ路傍にみられる。

　道路上にできた車の畦やススキ草原と道路とが接した路鋳にはタチアワユキセンダソグサ，キ

ンゴジカの混生した路傍雑草群落が細い楊；状に生育している。

28）　ダンチク群落

　14rππdo　40πακcomm縫n圭ty（Tab｝e　25）

　北谷町内の二次草原を形成しているススキ草原にまじって，密に束生する高茎の多年生草本で

あるダンチクの優占するダンチク群落が台地や丘陵地に点在している。野分内にはススキ，タイ

ワンクズなどススキ草原の構成種が多くみられる。
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Rg．33．琉球列島にみられる二次草原に広く分布するタチアワユキセソダングサ
　　　　　　（轡原）。

Anaturaiized　annual　plant，β～ゴθ～3♪～Zo5αvar．ノrα‘1～‘読z　from　tropical　Alnerica，　grows

in　secondary　meadows　everywhere　in　the　Ryukyu　Islanc｛s（Yoshihara）．

Serial　no．：

Relev6　no．；

Table　24．タチアワユキセソダングサーキンゴジカ群落
　β14ごノ〃52り～／05ζZVar．ノπ必召’ζ7－5～ぬノ「ゐ0ノ〃ゐ〃わ11ごz　commUP至ty

　　　　　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　　　　　調査番号

Altitude（m）＝

Quadτat　slze（m2）：

Height　of　vegetation（cm）

Cover　of　vegetation　（％）：

Number　of　specles：

海抜高
調査面積

植生高
翔被率
出現種数

　1　　　2　　　3

CH　　CH　　CH
　8　　12　　　6

90　　！！0　　80

0．5　　0．2　　　3

80　　50　　50

90　　90　　80
　6　　　7　　　10

Differential　species・f　comm．：

　君～ゴ8〃5♪～♂05αvar．’一‘～げ’α’α

　3’ぬノ・1～o〃めヴ1）1～α

Companions：
　∫〃ψ6’厩αり・Z1・κゐ’～α～var．た・8〃～9’～1

　RzψαZ～〃〃（甲01ψ’8てZオ～〃〃

　5ノ）01－0∂oZ～’∫ノ診’・”♂’∫

　ぬ∫／）αZ〃〃～ノ～0∫α甜ノ〃

　泌5αz刀∫ゐ〃5∫～ノ～8ノ～ぶノ5

出現1回の種

群落区分種

　タチアワユキセンダングサ

　キンゴジカ

随伴種

　チガヤ

　オガサワラスズメノヒエ

　ネズミノオ

　アメジカスズメノヒエ

　ススキ

4・4

3・4

2・2

ユ・2

1・2

2。2

●

5・5

十

十

●

●

十

十

5。4

1。2

十

1・2

●

十

　　　　　　　　Other　companions：Serial　no，2：漉少1η’oZ（4＞～∫αz‘ノー’αイ♂α如タマシダ十・2，　Rなy〃‘1zo5～α

　ηo♂‘’ゐ〃∫タンキリマメ十，in　3；ゐ8∫♪8‘162α‘wz8α如メドハギ1。2，％らgo～z～〃πc1～’ηβη5θvar．’1z～〃z．

　6醐g’侃～〃〃ツルソバ1。2，／）851〃。識〃ノ～cαノ～～〃〃タチシバハギ十・2，ゐακα8〃αZ8zκ06ψ11α伽ギンゴウカ

　ン　十．

調査地　Locatlon；Yoshihara吉原，　Date　of　relev6調査年月日＝13．　Apri｝1984
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　　　　　　　　　　　　Fig．34．　ダソチク群落の縮観（玉上）。

　　　ノ1〃〃z40ゴ。ノ故灘communit三es　are　scattare（l　in　the　grass！ands　of　plateaus　and　hills

　　　（Tamagami）．

　　　　　　　　　　　　　　　　Table　25．ダソチク群落

　　　　　　　　　　　　　　　　註〃〃κ～・‘～・〃α詔community

Serial　no．：　　　　　　　　　　　　　　通し番号　　　　　　　　　　　　　　　　1

Relev6　no．；　　　　　　　　　　　　　　調査番号　　　　　　　　　　　　　　　　C　H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！61

Altitude（m）1　　　　　　　　　海抜高　　　　　　　　　　　55
Quadrat　size（m2）1　　　　　　　　　　　　調査i面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

Height　of　vegeta乳ion（1n）：　　　　　植生高　　　　　　　　　　　5
Cover　of　vegetation　（％）；　　　　　　　　　　　　　植被　率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

Number　of　species；　　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種1数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

Differentlal　species　of　comln．：　　　　　　群落区分種

　Aノ’～θzゴ。ど‘〃κ～．～1　　　　　　　　　　　　　ダンチク　　　　　　　　　　　　　　5・4

Companions＝　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　β1‘ん榔♪～♂o∫αvar．澱読α如　　　　　　　　タチアワユキセンダングサ　　　　　　　1・2

　ハ必5（u〃オ1zz！∫∫～ノ～θ’～∫’3　　　　　　　　　　　　ススキ　　　　　　　　　　　　・　　　　1・2

　々）o”～08α加41餓　　　　　　　　　　　　ノアサガオ　　　　　　　　　　　　　十。2

　B昭訪～αがα〃擢’～‘w　　　　　　　　　　　パラグラス　　　　　　　　　　　　　十・2

　んぜ～∫～αgz’加9熈goノ～α　　　　　　　　　シシアクチ　　　　　　　　　　　　　十

　P’イρ’切勉ノ〃。雇α〃α　　　　　　　　　　タイワンクズ　　　　　　　　　　　十

　．射オ6’・∫～46配α’郡　　　　　　　　　　　　　ホウキギク　　　　　　　　　　　　　十

調査地　Location：Yagibaru，　Kltanakagusku・son北中城村屋宜原Date　of　relev6調査年月碍：18．

April　1984．



65

Fig　35．土壌のうすい隆起サンゴ礁上の二次草原として発達しているリュウキュ

　　　　ウヒメアブラススキーチガや群落（玉上）。

Theαψ〃ψ8‘～～”〃～【プ〃‘’孟～〃〃」〃ψ8ノ痂α‘ツ〃〃4〃ατvar．た。（刎19がcommunity　occurs　on　the

calcareous　dry　soil　of　some　p】ateaus　and　hiHs（Tamagami）．

29）　リュウキュウヒメアブラススキーチガや群落

　CαP’互屍Pθdεπ〃葛　cまηefπ配・1〃ψerα¢α　c〃Zεπdrεcα　var・ん。επε9εεcommun藍ty　（Table　23）

　琉球石灰岩の岩塔のみられる吉原，白比川ぞいの台地，北谷町北部の嘉手納基地内など石灰岩

の風化土壌が浅く堆積した乾性な立地には，草丈が25～70cmとススキ草原に比較して低いチガ

ヤの優醒する二次草原が発達している（新納1973）。

　隣接した土壌の厚い，湿性な立地にはホシダーススキ群集が生育しているが，頻繁に火の入り

やすい土壌の乾燥した石灰岩の岩塔一ヒには，チガヤ，メドハギ，ヨツバムグラ，ナンゴクネジバ

ナ，リュウキュウヒメアブラススキなどを識別種とするリュウキュウヒメアブラススキーチガや

群落が持続的に生育している。泥灰質の固い地表には，しぼしばハイゴケ，アカイチイゴケなど

のコケ類が伴生している。

30）　コゴメミズーリュウキュウイノモトソウ群落

　p記εα7πεσoρゐ〃ZZα．p，θrεs　r〃配ん〃潟eπ8ε8　commu烈ity（里able　26）

表面が有孔麗な琉球石灰岩を使用した石壇は，かっては琉球列島の象屋を特徴づけるものであ

ったが，最近ではセメント，ブロックなどの新建材の普及により古くからの石壇は少なくなって

きている。
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Fig．36．琉球石灰岩の石垣」二に生育するコゴメミズーリュウキュウイノモトソウ
　　　　　群落（二藍上）。
The　P～Z6αノ〃’θ・ρρ1り，Z♂α．P彦（ノ’・～∫ノ＝y〃心，～’61～∫15　community　is　occasionally　found　on　the　sunny

side　of　walls　made　of　Ryukyu　limestone（Tamagaml）．

Seriai　no．：

Relev6　no．：

Table　26．コゴメミズーリュウキュウイノモトソウ群落
　　　1）’／8α〃～～‘γ（4）1～5〃‘～一P’β’一13ノツ～‘々），～’8〃5’∫cOlnmunity

　　　　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　　　　調査番号

Alti亡ude（m）：

Aspect：

SIQpe　（。）：

Height　of　vegetation（cm）：

Cover　of　vegetat玉on　（％）：

Cover　of　moss　layer（％）：

Number　of　species：

海抜高
方　　位

傾　　斜

植生高
植被率
コケ層植被率

出現騒騒

！

CH
58

60

S

90

10

30

8

2

CH
61

70

S

90

10

20

　5

　7

D三fferential　spec三es　o｛comm．＝

　P～z｛ヂ【τ〃～；‘ノ’砂1～5，1zα

　P’θ一1∫1＝yど‘たツ’f8ノ～∫∫5

Companions：
E’ψ1～0’・ゐ～αぐ乃α’ノ～α磯yビρ

0ぼαZ1∫む。ノフ～～‘w～α’召

群落区分種
　　　　　　　　　　へ　　　　ご

　ココメミス

　リュウキュウイノモトソウ

随伴種

　ハイニシキソウ

　カタバミ

2・3

2。3

十

十

2・2

十

幸・2

　十

出現！回の種Other　campanions：Serial　no・1：エ＜ygoゴ1z〃〃ノ妙。〃～α〃〃f・6Zo’～8㍑オ～4〃～ナガバカニクサ

　十，ノ1αz養鰻αε‘5彦1uZ～∫エノキグサ十，　Yoz〃zg’αノψo／z∫‘αオニタビラコ十・2，＆τg’〃αノ曜）02z’6αツメ

　クサ十，in　2，αβ〃～漉’∫9ノ痂αvar3＝yz罐），z’8／z3～5リュウキュウボタンヅル1・2，　E’ψ1～oノゐ～α1≧！パαシマ

　ニシキソウ十，1《1zαco〃～～’1¶～z〃〃sp，シモブリゴケ属の～種！・2．

調査地　Locations：Seriaho，1：Yoshihara吉原，2：Tamagaml玉上，　Date　of　relev6調査年月羅：
1～2：15．Apri11984．
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　石垣と石壇の闘や石の表面の穴に微砂の堆積した古い石灰岩質の石垣には植被率は20～30％と

低いながら，コゴメミズ，リュウキュウイノモトソウ，ハイニシキソウの混生した石垣上の岩隙

植生が生育している。

　コゴメミズーリュウキュウイノモトソウ群落の生育立地は基質が石灰岩であることや比較的乾

性な陽向壁面にあるため，耐乾生の強い多肉で微小な植物であるコゴメミズやリュウキュウイノ

モ1・ソウ，ハイニンキソウなどの植物のみが生育可能と考えられる。

3D　ホウキギクーパラゲラス群落

　ノ藍8εθrs麗b配Zαf㏄8－Brαc苑εαrεα　ηzπだ。αcommunity　（T＆1）le　27）

砂辺，宮城，桑江そして沖縄電力北谷発電所跡の海岸埋立地内の地下水位が高くかつ排水の悪、

　　　　　　　　　　　　Table　27。ホイキギクーバラグラス群落

　　　　　　　　　　　　A∫’θ1・3μ∂Z‘Zα蝕5一βノr躍んfα7ゴα槻弓‘鴇community

Seria】no．：

Relev6　no．：

Altitude（m）；

Quadrat　size（m2）；

He三ght　of　vegetation（m）：

Cover　of　vege亡ation　（％）；

Number・f　species＝

通し番号

調査番号

海抜高
調査面積

植生高
植被率
出現種数

1　　　2　　　3

CH　　CH　　13
100　　101

　2　　　2　　　4

25　　20　　20
L5　　　1　　1．4

100　　90　　90

　8　　12　　21

Differential　specles　of　cGmm，；

　βノ・α‘ん∫α7ゴα　〃z．z‘々αz

　A5紹ノ・5～‘ろ～4α診～β

Companions：
　塵～κα8／zαZ8zκocψ13α」α

　％ゐ61～αsp．

　君ノー～ぎ脚ηπ‘7αノ～α48〃3～∫

　0工α〃∫ご。ノ・〃∫α‘♂αご‘z

　B漁〃5μ・∫αvar．7厩’α∫α

　M’1〃05αρ～‘4～cα

　砂。〃’．08‘zμ3－6α汐1π（ヲ

　Mご∫cα～z．オ1雄∫蕊πε～z∫f∫

鐵現1回の種

群落区分種

　パラグラス

　ホウキギク

随伴種

　ギンゴウカン

　ァレチハナガサ

　ヒメムカシヨモギ

　カタバミ

　タチアワユキセンダングサ

　オジギソウ

　グンバイヒルガオ

　ススキ

5の5　　　4●4　　　3●4

十・2　　2・3　　十

1・2

1・2

十

十

〇

〇

の

十

十

1・2

十

十

2・3

十・2

十

　〇

1・2

●

●

●

2・2

十

十

十

　　　　　　Other　companions：Serial　no．1：E痒98ノ℃π3μ〃～鷹7・8〃5～∫オオアレチノギク　十，　in　2：

　C1～Zo’・～59αツαノ～αアフリカヒゲシバ1・2，　M8躍。診z’∫∫”αt／80Z8ノ～∫シナガワハギ十。2，んzα9αZZ～∫αノ・鯉ノ～3f∫

　ルリハコベ十，in　3：Zoツ5ガαオ8〃zガbZfαコウライシバ十，．翫ノz∫α〃1げψ8ノ～5ハイキビ3・3，　E如’5加β∫η4～‘α

　オヒシバ2・3，（るηzo40〃‘1αc4yZoノ～ギョウギシバ2。3，58‘α7’～α”∫ノ’～‘♂f∫var．餌c1エッ5∫α‘1り，∫ハマエノコ

　ロ1・2，D～‘1～α〃～1ど〃〃αノ〃～雇磁‘〃’ヒメオニササガヤ1・2，301・91z♂‘〃～1zα妙ω1∫8セイバンモロコシ1・1，

　0召〃。伽πZSP．マツヨイグサ属の一種÷，α4ノっ‘～6〃4ノリノ～fノ～81・〃～6イボタクサギ十，E砂1zo1窃α1L∫7毎シ

　マニシキソウ十，Aノ〃απ〃励醐四溺4おアオビユ十，濠冨yρ1zα微∫”掘～∫エノキグサ十，　V伽躍ノ『o・

　オκ〃読ノb々αハマゴウ十，ゐ砂オ。（ゾ｝Zoα／）αη’c8αイトアゼガや十．

調査地　Locations＝Serial　no．1～2＝Kluwae桑江，3：Sunabe砂辺．　Date　of　relev6調査年月日＝1～

2：16．April　l984，3＝24。　Oct。1984．
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い凹状地には，降雨による水溜だけでなく，海岸からの飛沫や地下水として浸出した海水が含ま

れており，汽水的な状態にある湿潤地がみられる。このような埋立，造成地内の荒地には，パラ

グラス，ホウキギクの混生する荒地雑草群落が生育している（新納1973）。

　パラグラスはアフリカ原産のイネ科植物で，琉球列島では本来牧草として移入されたものが逸

出し，帰化したものであるが，沖縄では路傍や湿地まで広い範圏にわたって分布している。また

ホウキギクは本来は熱性湿地に生育するが，海岸埋立，造成地の土壌が塩分の含んだ汽水的状態

にあるところにも侵入生育している。このほか群落にはアレチハナガサ，アフリカヒゲシバ，ヒ

メムカシヨモギなどの帰化植物が多数混生している。

32）　ツルナ群落

　7θ彦rαgoπεαfε‘rαgoηoεdεs　commu識ity（Tab聖e　28）

　東シナ海に面した北谷町の海岸線の大部分は埋立，造成や耕作地として人為的破壊を受けてお

り，自然状態のよく保たれた海岸砂丘に成立するハマアズキーグンバイヒルガオ群集は小面積か

っ断片的に生育しているにすぎない。これに対して，生活廃棄物の打ちよせられる汀線や1隣接す

る耕作地からのゴミ捨場となった砂丘地にぱ，好窒素生のツルナ，ギシギシ，ナガバギシギシの

密生したツルナ群落がみられる。

　　　　　　　　　　　　澱籏灘
　　　　ll型：：

聴診器義翻献詞

1鋪

　Fig，37．有機物の堆積した海岸の波打際に生育するツルナ群落（桑江）。

The　7セ々ugolz’αオ8〃’αgoηo∫4ピ∫community　grows　on　beaches　with　accumu｝ations　of

Organic　materia1S（KUwae），
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Community　type：

　　　　　　　Table　28．好窒素生草本群落

　　　　　　　Nitrophilous　plant　com鶏unities

l＝π〃α90πfα’8猷α90／zo∫4ε∫cOmmunity　ツルナ群落

　a：Under　unit　with　R～〃7～8切物ωz’α’∫ギシギシ下位群落

　b：Under　unit　with　R〃〃θ露‘〕ノ亀～∫♪～‘∫　ナガバギシギシ下位群落

2：RaphanetuInraphanistroidisハマダイコン群集

　　　　　　　　　　群落鴎　　　　　1
　　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

1

i

Serial　no．：

Re玉ev6　no。：

Date　of　relev6ぐ83）：

Quadrat　size（m2）：

Height　of　vegetat三〇且　（αn）：

Cover　of　vegetation　（％）＝

Number　of　species：

通し番号

調査番号

b

2

調査年月摂

調査面積

植生高
植被率
出現種数

1

CH
149

　4

18

　4

30

50

　6

2

CH
150

　4

18

　4
30

70

　7

3　　　4　　　5

CH　CH　CH
78　　79　　77

　4　　　4　　　4

15　　15　　15

　2　1．5　2。4

30　　14　　35

80　　80　　70

　2　　5　　　5

Differentla】species　of　comm．；

　乃甜α9’0加α観服gO／ZO認85

Dlfferentia玉species　of　under　units：

　R～〃ノ’αゴ妙。ノ～’α‘∫

　M厩’ατ90カ。ら・〃’0ノアんα

　R‘‘〃～薦ごノゾ卿‘∫

Cbaracter　species　of　ass．：

Rψ㍑乙ノμ‘5∫2勲‘∫var，1～・吻z∫ゴ5　f．7ψ1～απ縫・読∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマダイコン
Companions：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔豊州種

　疏48〃∫ρ吻∫αvar．ブα‘癒彦α

　Rごz／z‘4ノ～α4Zκ∫∫ガ860Z‘躍

　五τθノお訪0♂0竪文勧η　　　　　　　　　　　　ジシバリ

出現1回の種

群落区：七種

　ツルナ

下位群落区分種

　ギシギシ

　ウマゴヤシ

　ナガバギシギシ

群集標徴種

｛13・34・45・4矧2・2

；1。2　　1●2：　　●　　　　・　　　○

　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　o

　・　　・　1午〔ゼを1・2

o ■ ● ・　14・釧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タチアワユキセンダングサll・1　十・2　　・　　・　　十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シマキツネノボタン　…＋　．　●　＋　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　・　　　・　　　。　　　十　　十・2

　　　　　　0ther　cQmpaniQns：Serial　no．／；五αc飯。α伽4∫（㍑アキノノゲシ十，　in　2．砂。～～～08α∫7～4～ごα，

　ノアサガオ．十．セ，」％∫ρ識〃μz‘ノ盟”8∫タチスズメノヒエ十，Co㍑Zαcノニyノ”α「ノ∂あジュズダマ十，　ln　4：

　Co”槻8””ααμがC認認αホウライツユクサ十．

調査地　Location：Serial　no．1～5；Sunabe砂辺．

33）　ハマダイコン群集

　　Raphanetum　raph3nistroidisM疑rakami圭n臨yawak量1982（Table28）

　ツルナ群落と同様に，有機物に富んだ土砂や生活廃棄物の投棄などにより人為的に掩乱され，

一時的に富栄養となった海岸砂丘には，ハマダイコンが優勢に散在した植分が発達する。この植

分はハマダイコンを標徴種とするハマダイコン群集にまとめられる。
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f．路上雑草群落　　Roadside　weed　communities

34）ハイニシキソウーフタシベネズミノオ群集

　Euphorbio　clla瓢aesyce－Sporoboletum　diandiMiyawaki，K．Suzuki，K．Fujiwara

　et　Y．　M隻yag童1979（Table　29）

　吉原や北谷城跡などの台地上にみられる農道など頻度の高い踏圧を受ける路」二には，オオバコ，

ハイニシキソウ，オヒシバによって特徴づけられるハイニシキソウーフタシベネズミノオ群集が

生育している。

　オオバコやオヒシバぱ生長点が地表面の近くにある多年生草本植物であり，またハイニシキソ

ウは地表面を糊翻伸長する1年生草本植物であることから，入や車にたえず踏まれる，植物の生

育にとってきびしき環境にも耐えて生育している。また叢叢が，自然状態でぱ生存競争の相手と

なる隣接して繁茂するススキなど草丈の高い草本植物の侵入を妨げる働きをしている。このよう

にハイニシキソウーフタシベネズミノオ群集は常に踏駈にさらされることによって持続している

路上雑草群落といえる。

輪紬鰍　細辮難馨灘一
　　　　　　　　、麟

。毒韓難華嚢麟縷叢難轟轄

灘難…1

Fig，38．頻繁に団団を受けるグラウンドに生育するハイニシキソウーフタシベネ

　　　　ズミノオ群集（吉原）。

Theroadsideweedcommunity，Euphorbio　chamaesyce－Sporoboletum
diandi，　occurs　along　roadsides，　and　in　fields　and　grounds（Yoshihara）．
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Ser三al　no，：

Relev6　no．：

Altitude（m）l

Aspect．：

Slope　（。）＝

　Table　29，ハイニシキソウーフタシベネズミノオ群集

Euphorbiochamaesyce，Sporoboletum　diandi

Quadrat　slze（m2）：

Height　of　vegetation　（cln）＝

C・ver　of　vegetati・n（％）l

Number　of　species＝

通し番号

調査番号

海．抜高

方　位
傾　　斜

調査面積

植生高
植被率
出現種数

1　　2　　3　　4　　5

CH　CH　CH　C墨｛　33
23　　　12　　　17　　138　　　－

75　　　110　　　100　　　30　　　　90

一　　一　　一　　SW　 －

　0　　0　　0　　5　　0
！．5　　　1　　　4　　1。5　　20

20　52030　550　　　　80　　　　80　　　　50　　　　90

　57玉212！2
Character　and　differential　species　of　ass∴1洋集標徴種・区分種

　迎α〃’α9’o‘z∫1α々ごα

　E砂110’rゐ～α｛ノんα〃～α6∫5，‘・6

　勘0’・0∂oZど‘∫読αノ～論1・

Companions：
　（：bア〃040ノ～ぬぐり，ZOIZ

　5♪0ノ’0βoZ榔ノ8ノー‘〃∫

　ZのP5どα∫α1ウ。〃’ぐα

　Rzψα盈ノ〃．ご。〃ノκ8t漉〃〃．

　β’‘1召〃5μ05αvaLノーα4～α’α

　rll〃αgτzz〃∫αグ乙，6ノ～∫’∫

　0二じαZ’∫ごθ〃～～ご～，♂α’α

　剛志ノミコ　　　　　　　　　　　　　　　3・3

　ハイニシキソウ　　　　　　　・

　フタシベネズミノオ　　　　　・

随伴．種

　ギョウギシバ　　　　　　2・2

　ネズミノオ　　　　　　　　　●

　シバ　　　　　　　　　　　　　　　。

　オガサワラスズメノヒエ　　　1・2

　タチァワユキセンダングサ…　。

　ルリハコベ　　　　　　　 ・

　カタバミ　　　　　　　　　　　。

十。2　　　2●3　　　　。　　　1・2

十　　十　　2・2　　。

　…　　　　　　　　2・3

十

十・2

5・4

　●

十

　〇

●

1。2

4。4

3。3

■

o

十

十

　●

3・2

十

！・2

十・2

十。2

十・2

1・2

4・4

●

十

●

●

o

出現1回の種　Other　companiolls：Seriaho．11疎側51〃6’1κ1fαzオヒシバ1・2，　Ky♂Z加gπ6紹ηびbZfαア

　イダクグ十，in　2；％αα〃〃～‘αスズメノカタビラ，　in　3：R碑〉α♂～’〃孟〃。如孟～〃πアメリカスズメノヒエ1・2，

　7》ヴ磁侃ノψ‘瓢シロツメクサ十，α～∠o擁9ζリノα〃αアフリカヒゲシバ　十，M鋤。αgo妙読ノzαコメツ

　ブウマゴヤシ十，M厩’ごαgoρ04y〃’oノソ漉αウマゴヤシ十，in　4＝Z）～g～孟α’巳’αα4∫6εノκ18／z5メヒシバ十，5∫6985

　加6々～αo”ご8〃’α”5ツクシメナモミ　十，yo～〃～g～αノ‘ψo〃’α乙オニタビラコ十，　Cα1ぞ露♂召z♂60c配。雌アオスゲ

　十，5β‘α’・～α励一’4’5エノコログサ十，in　5：㍑砂ε48παα〃z槻孟αメドハギ2。2，　D∫g加7門ぬオf〃307でノz5～5コメ

　ヒシバ1・2，K♂‘〃’〃～β1噂。てノ～α5‘1層～α’αヤハズソウ十・2，　CJψβ1噌’‘5／8破‘〃‘♂～∬ハマスゲ十・2，島〃’cz己〃z　1”砂8’．～∫

　ハイキビ牽。2，Z）～g～’αプ1‘z’こ．，∫o♂α∫c61z∫アキメヒシバ十，　Z）85〃304∫～‘〃’1～．β’6”o‘α’ソ）κ〃’．　var．／）α蝕♂〔4｝∫Zo5～”π

　タチシバハギ十．

調査地　LQcations：Serlaho．！～3，5＝Yoshihara吉原，4：Chatan－Gusuku北谷城。　Date　of　relev6調

査年月日：1：14，Apri11984，2～3；13．　April　19844：18．　April　1984，5：26．　Oct．1984．

35）　タチオオバコーシバ群落

　P’απ‘αgo　oεrρεπεcα．2ro〃8εαノ⑳oπεcα　cOI塗mun童ty　（Tal）le　30）

　人や車にたえず踏まれる路上や広場に発達，持続している雑草群落として琉球列島からはハイ

ニシキソウ，フタシベネズミノオを標三種とするハイニシキソウーフタシベネズミノオ群集が報

告されている。

　かっては人工シバ地として管理されていたハンビー飛行場跡の平担地は，頻繁な人間や車の踏

圧を受けているため，草：丈の高いススキなどの二次草原に遷移せず，タチオオバコ，フタシベネ
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Serial　n◎．：

Relev6　no．：

Altitude（m）：

Quadrat　size（m2）：

Beight　Of　vegetatiOn（Cm）：

Vegetation　cover（％）：

Number　of　spec三こ口：

　Table　30．タチォオバコーシバ群落

παπ診αgo切ノ窟πガ‘α一Zのノ5如」αρ0ノ～∫cαcommunity

通し番号

調査番号

海抜高
調査面積

植生高
植被率
出現種数

1　　2

CH　CH
139　139a

　2　　　2

　2　　　3

　5　　25

90　　80

　8　　9

3　　4　　　5

CH　CH　C薮
140　　　141　　　145

　2　　　2　　　2

　8　　4　　20

10　　10　　10

90　　90　　90

10　　13　　12

Differentla】species　of　comm．：

　ZOIy5∫αブψoηfcα

　παπ如go窃7窟〃ガ。α

　の。ノ・oうoJz∬読απ48プ

Companions：

　M8読6α9’o♂zψz‘Z∠ηα

　んzα9α躍5απ～8ノ～5f5

　＆5とy1カzo1読‘〃みご。〃ψ85〃θf．βαη〃701wノ呂

　Ce厩α1‘ザ∫‘‘ηL　fo7ゼう置‘7π翫〃L

　B∫48／z5が∠o∫αvar．7π4∫α‘α

　島砂州〃～3ωガz49α’μノノz

　3z8カzα」＠oπ’‘α

　＆51yノゾπ01zゴz‘〃乙α’Zαノ漉α〃π

　C汐ノZOど0π4αぐ砂ZOπ

　08πo∫1z8／uブ。∫oα

群落区分種

　シバ　　　　　　　　　　　　　4・4

　タチオオバコ　　　　　　　十

　フタシベネズミノオ　　　　　9

随伴種

　コメツブウマゴヤシ　　　　　’

　ルリハコベ　　　　　　　 ．

　キバナニワゼキショウ　　　十・2

　アメリカホウライセンブリ…十・2

　タチアワユキセンダングサ　　十

　オガサワラスズメノヒエ　　　・

　ツメクサ　　　　　　　　　　　　’

　ニワゼキショウ　　　　　　　・

　ギョウギシバ　　　　　　　2・2

　ユウゲショウ　　　　　　　　　　　。

5・4　　5．4　　5・5　　5・5

●　　　　十　　 十●2　　2●2

2。2　　1●2　　十●2　　1●2

十・2

十・2

1・2

1・2

　●

　●

　●

　十

十・2

　●

十。1

十

十・2

十

〇

十

十

■

●

●

1・2

十

十

十

十

1・2

十

〇

●

÷

1・2

十

●

璽

十

2・2

十

十

●

十

出現1回の種Other　companions；Seviaho．1：M86磁go♪oZッη～o’ψ1ユαウマゴヤシ3・3，βZθz続ηe　f7z4fcα

　オヒシバ十，in　2；1％ααπ1z雌スズメノカタビラ　十，　in　3：品砂αZzθπ2z扉α如ノμアメリカスズメノヒエ

　1。1，in　4；E’ゼ9ε～・o～zカ1zだα4召砂飯。μ∫ハルジナン十，乙ψ汐盈π04～翼。～rαイワダレソウ十，in　5こゐ8∫／）646£α

　α‘πθα如メドハギ十・2，D85脚04加μ々・醒。／wμハイマキエハギ十．

調査地　Locations：Serlal　no．1～5：Ranbii　Ai面eldハンビー飛行場跡，　Date　of　relevε調査年月日：18・

Apri11983．

ズミノオを野生したシバの優占する持続群落が形成されている。

　ハンビー飛行場跡地にみられるタチオオバコーシバ群落には，アメリカホウライセンブリ，キ

バナニワゼキショウ，コメツブウマゴヤシ，オガサワラスズメノヒエなどの帰化植物が多数生育

している。

36）　シバハギーシバ群落

　Des拠。｛9砒醜んe置erocα避Pμπ葛一Zo拶8εα∫αp侃εcαcom皿“皿ity（雪aもle　3D

　北谷町の総面積の60％以上を占めている米軍基地内の大部分は，年2回以上の刈取り，施肥な

ど定期的な管理が行われている人工シバ地となっている。これらの人工シバ地には，チガヤ，コ

ウライシバ，シバハギ，ヨツバムグラ，セイヨウタンポポ，カタバミなどの種群によって他の路
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Fig．39．強度の人為的管理下に成立しているシバハギーシバ群落（キャンプ

　　　　瑞慶覧）。

The！）85～〃04々〃〃ゐ6どご1「仇㍑ψ〃〃一Zの瞬α八津。〃～αz　communi亡y　occurs　on亡he　mi】1とary

grounds　an（l　on　golf　courses　（Camp　Zukeran）．

上雑草群落としてのシバ草地と区別される。軍用基地内，ゴルフ場など十分な管理が行なわれて

いる入工シバ地はシバハギーシバ群落としてまとめられる。

9．畑地雑草群落　　Field　weed　communities

37）　ハマクワガタールりハコベ群集

　Veron隻co　javan三cae－A麺aga蚤lidetum　arvens宝sM宝yawak隻1969（Tab隻e32）

　北谷町でサトウキビ，サツマイモ，根菜類などの栽培の行なっている耕作地は，上勢頭の台地，

丘陵面およびその谷筋，砂辺，桑江の海岸低地，白比熱上流の新川や佐阿良規ぞいの台地や台地

斜面などに比較的広い面積でみられる。しかし耕作地のうち80％近くは黙認耕作地であり，軍施

設の拡張によっては将来減少する可能性が強い。また近年の都市化現象が急速に進み，耕作地の

宅地への転用が増えており，今後も耕作地ぱ減少していく傾向にある。

　沖縄本島の畑地雑草群落はルリハコベ，ハマクワガタ，ウシノタケダグサ，リュウキュウコス

ミレ，イヌノフグリ，オオエノコログサ，ブクリュウサイ，ムラサキハンデなどの標徴種および

識別種によってハマクワガタールリハコベ群集にまとめられている。

　吉原，上勢頭など琉球石灰岩の風化土壌の堆積した台地，丘陵地のサツマイモ，ニンジン，イ
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Ser玉al　nQ．＝

Relev6　no．：

　　　　Table　31．シバハギーシバ群落

D8∫〃呂0磁〃ノ多ん8孟θノー。ごα厚》～4〃z・Z（ぴ5∫αノ妙0／zご‘αcommunity

　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　調査番号

Altitube（m）：

Quadrat　size（m2）：

Relght　Of　vegetatiOn（Cm）：

Cover　of　vegetation　（％）：

Number　of　specles：

海抜高
調査面積

植生高
植被率
出現種数

1　　　2　　　3

CH　　CH　　　O

168　　169　　　1

60　　60　　　2

　！　　　1　　25

　7　　　5　　　5

90　　90　　80

17　　13　　19

Differential　specles　of　comm．；

　Zb＝y5ごα∫ψo刀∫cα

　Z）8∫1〃。読ε〃μ1zび81・oαエψz〃π

　κy疏πg㍑61rβη〃わ〃α

Companions：

　Z〃ψ6ノη彦α‘ψノZ4ノぜCαvar．ゑ・6〃ご9〃

　Zのノ5’α‘β〃～4〃b〃α

　距1π必αごμノπ（荻’6加認8

　0即α〃∫oo〃z∫α4α’α

　β読π∫μ・∫αvar，πzd磁α

　Gα伽ノ〃．9ノ癬Zβ〃∫var」・’～〃κ！施♂～～‘ノノz

　Cω～∫6♂Zα【z5！α譲2α

　Yα｛π9ガαノαρoπ～cα

　M厩～‘ugo　Z～ψ～’Z’〃α

　5μ’「σ〃ご1～．8∫∫∫～～8’～∫∫∫

　vご・♂α効．f妙μ‘γα

群落区分種

　シバ

　シバハギ

　アイダクグ

随伴種

　チガヤ

　コウライシバ

　セイヨウタンポポ

　カタバミ

　タチアワユキセンダングサ

　キイルンヨツバムグラ

　ツボクサ

　オニタビラコ

　コメツブウマゴヤシ

　ナンゴクネジバナ

　タイワンスミレ’

3。4　　　4・4　　　4●4

十・2　　2・2　　1・2

十・2　　十　　十・2

3。4

1・2

十・2

十

1・2

／。2

十

÷

　●

o

o

十。2

3・3

十

十・2

十

十

十

　〇

÷・2

十

十

十・2

十・2

十

十

　■

●

●

十

3・3

十

÷

出現1回の種　Other　companions　l　Serial　no．1；qyπ04ω～ぬ。4ゾ。／zギョウギシバ2・3，五三）～βπ04耀。πz

　イワダレソウ十，A7’砂μ説αρノ4加。（ψ5ヨモギ十，　A1”んu¢oπ痂功∫4μ∫コブナグサ十，　Rπ伽5♪αハ

　τらあZ∫～4∫ナワシロイチゴ十，μy4ノ’oco砂Z6〃～αノゼ如〃αノチドメ十・2，　in　3：姦宴）αZ～‘〃”zo’α顔〃3アメリ

　カスズメノヒエ十，乃ααππμαスズメノカタビラ　十，孟τ8ノ廊40∂漉∫オオジシバリ　十，Z万9加’『ぬ

　1z6〃ヅヘンリーメヒシバ1・2，58‘α1ゼα∂α治α彦αヒメササキビ十，5ααがα9♂α配αキンエノコロ　十，

　1万‘ん01～凶一αプψ8ノ～∫アオイゴケ十，Gα凝〃〃3ρ雄ゼ～θηf．∫孟が905z〃πヤエムグラ十．

調査地　Locations；Serial　no．1～2：Camp　Zukeranキャンプ瑞慶覧，3：Camp　Kuwae桑江基地内。

Date　Gf　relev6　言二二年月巳　：1～2：　1Q．　Feb．1984，3＝　13．　Feb．1985．

ンゲン，レタス，ラッキョウなどの根菜類，葉菜類の栽培されている畑地には，ハナイバナ，ル

リハコベ，ノゲシ，マツバゼリ，ハマクワガタ，ウシハコベなどの群集標徴種および識別種で識

別されるハマクワガタールリハコベ群集が生育している。

　ハマクワガタールリハコベ群集は，本来非石灰岩地域の畑地雑草群落として記載されたが，本

島中南部の石灰岩地域の畑地にも分布することが確認された（鈴木1979，石嶺他1983，1984

a，b）。
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Fig．40．　畑地雑草群落として台地，丘陵地の耕作地に広く分布しているハマクワ

　　　　ガタールリハコベ群集（玉上）。

Afleldweedcommunity，Veronico　javanicae・Anagalhdetum　arvellsls，
occurs　in　fields　on　plateaus　and　hills（Tamagami），

38）　シマニシキソウーハリビユ群集

　Euphorb藍ohirtae・A職arantketumspinosiMiyawaki　l969（Tab茎e32）

　シマニシキソウーハリビユ群集は，琉球列島の石灰岩地域の畑耕作地の雑草群落として認めら

れたものであるが，北谷町砂辺の海岸砂丘の後背地など，石灰質のサンゴの断片を多量に含んだ

砂質地の畑地においても，本群集の主要な区分種であるハリビユ，シマニシキソウ，オオニシキ

ソウを伴なった同質の畑地雑草群落が確認された。これらの石灰質の砂地の畑地雑草群落には，

ハマクワガタールリハコベ群集の識別種群であるハナイバナ，ルリハコベ，マツバゼリ，ハマク

ワガタの生育は認められなかった（鈴木1979，仲田！983）。

39）　ムラサキカタバミーツルソバ群落

　　0κα髭8cor〃ηめosα・PoJ〃ρoππηεeんεπ8πsθvar．舌1協π6θrgεαππ7πcommunity（Tab｝e　32）

　北谷町における耕作面積の80％以上で作付されているサトウキビ畑は，上勢頭や玉上の台地，

丘陵やその斜面，谷筋にその大部分が集中している。砂質土壌の堆積した砂辺，桑江の海岸低地

の畑地ではサトウキビは栽培されていない。

　サトウキビ畑地の耕地雑草群落として，沖縄本島では，ハマクワガタールリハコベ群集が報告
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Fig．41．石灰質の後背砂丘地の畑地雑草群落であるシマニシキソウーハリビユ群
　　　　集（砂辺）。

TheEuphorbio　hirtae－Amaranthetum　spinosioccursoncalcareoussandy
son　in　fields　near　coastal　dunes　（Sunabe）．

Fig．42．

麟
比較的土壌の湿性なる谷斜酒下部で栽培されているサトウキビ畑の景観（玉上）。
　　　Suger　cane　is　mainly　cL乳ltivate（l　in　wet　fields（Tamagami）．
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されているが，サトウキビ畑とサツマイモ，根菜類，葉菜類の耕作畑と区別する意味で，上勢頭

のサトウキビ畑で調査された，ハマクワガタールリハコベ群集の標徴種群を欠き，ツルソバ，ム

ラサキカタバミの優占したムラサキカタバミーツルソバ群落が識別された。

h。水田雑草群落　　Paddy・field　weed　communiもies

40）　タカサブロウータマガヤツリ群落

　　EcZゆ加ρro8’rαオα・0卯θrπs｛涜fy『or～πεs　comm聡nity（Table　33）

　台地，丘陵部の湧水のみられる谷頭や谷底などの水湿地では，小面積ながらミズイモ（Co♂oごα5∫α

6∫6認8π薦var．αg％αZ漉のの栽培が行われている。これらのミズイモ畑の間にはタマガヤツリ，

タカサブロウ，ケイヌビエ，アゼガヤツリ，キダチキンバイなど水田雑草群落と共通する種群か

らなる旧風サブロウータマガヤツリ群落が生育している（伸田1984）。

Serial　no．：

Relev6　no．；

Altitude（ln）：

Qua〔lrat　size（m2）＝

1｛eight　of　vegetation　（c11D：

Cover・f　vegetati・n（％）・

Number　of　Species：

Table　33．タカサブロウータマガヤツリ群落

Ec♂ψ診αρノ・0∫‘ノrα彦α一（bψ81マ‘∫6♂げbη〃～5　community

　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　調査番号

　　　　　　　　　　海抜高
　　　　　　　　　　調査面積

　　　　　　　　　　植生図

　　　　　　　　　　植被率

　　　　　　　　　　出現里数

！

17

90

！6

60

80

11

2

26

65

64

！00

80

／4

Differential　species　of　comm．：　　　　　　　群落区分種

E吻・砂励伽　　　　　　　タカサブ・ウ　　　…；！・2　2・2
Φ卿…z’1伽繍　　　　　　　　タマガヤツリ　　　…　1・2　＋・2

轄艦∴＿、嚇1　……1：：1：：
出現1回の種　Other　colnpanions＝Seria｝no．1：q）喫1’～’540ゐ。∫～’5アゼガヤツリ　2・2，ム：y”ノ1g’αg1’一

　α認Z∫〃♂α　ヒメクグ2・2，∬5α‘ゾ〃z4　gZo∂05‘zチゴザサ1・2，　E’一～oごα～で♂o〃5～酌oZゴご～‘～〃z〃〃．ホシクサ！・2，

　ノ15’6”∫z‘∂配α’螂ホウキギク十・2，C6〃厩♂αα5忽～ぐ7αツボクサ十・2，孟g6πz∫z〃〃1zo～席。〃～‘～ノ～～〃〃ムラサ

　キカッコウアザミ十，in　2：ム～‘改σ’9’αoご’ouαZ定．，∫5　var．∫8∬∫々ア。’・αキダチキンバイ2・3，助∫ノ闇。‘♂61α

　ρoZッ漉舵αウキクサ2・2，　Nψ∫〃～’〃01’トリゲモ2・2，　Wo1がαα’””エ～£αミジンコウキクサ1・2，ノ4Z一

　ごθ1・〃απ酌6／u5θ∫∫躍∫5ツルノゲイトウ　千・2，ゐ8ω苓～α加記α鷹♂雌タイワンアシカキ十。2，　E面。ご1～α1廊

　ッ。た。∫68～z5∫5マツバイ　十。2，ぬπ’α〃ノ’1噂ゆθノ～5ハイキビ十，　R砂α々‘〃’co〃ノ∠‘gα‘z〃πオガサワラスズメノ

　ヒエ十，％砂goπz〃μωπ5カ～α耀’〃サクラタデ十・

調査地　Locations：Serial　no．1＝Tamagami玉上，2：Kuwae桑江。　Date　of　relev6調査1三1三月日1ユ：

25．Oct．1984，2：　26．　Oct．　1984．

41）　ミジンコウキクサーウキクサ群落

　昭。彦ffεααrr1虚α・SρεrodεZαpo‘〃r痂zαcommun玉もy（Taわle　34）
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　　　　　　　Fig．43．　湧水縁の湿地で栽培されているミズイモ（桑江）。
CoZoα♂∫〆‘～郡‘w♂‘～ノ～’ごz　var。‘η～’αオ～如is　cultivated　in　paddy　fields　near　spring　water（Kuwae）．

灘

海難懸灘細部暴 騰

職；

　　　　　Fig．44．　ミジソコウキクサーウキクサ群落の相観（桑江）。
The　Wo4〃㍑α1γん’之α一助～ノ・04β♂α♪o妙ヲ～’窯αcommunity　grows　on　mesotrophic　and

eutroPhic　waters　in　paddy　fields（Kuwae）．
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Serial　no．；

1之elev6　no．；

Altitude（m）＝

Quadrat　size（m2）：

Cover　of　vegetation　（％）

Number　of　species：

Table　34．　ミジンコウキクサーウキクサ群落

W　星〃αα励’之α一5♪～ノリ‘～〃／αρ・4励～zαC・mmunlty

通し番号

調査番号

海抜高
調査面積

植被率
毘現種数

1

24

65

1

90

2

Dlfferential　species　of　comm．：　　　　　　　　群落区分種

　5♪1ノη46∠αρoらノ1准‘z　　　　　　　　　　　ウキクサ

　wr梶がα‘～17痂詔　　　　　　　　　　　　　ミジンコウキクサ

調査地　Locatlon：Kuwae桑江，　Date　of　relev6調査年月日＝26．　Oct．1984，

4・4

4・4

　潅概用の小さな溜め池，ミズイモの栽培されている水田など中栄養から富栄養の水域には，ウ

キクサ，ミジンコウキクサなどの小形の浮遊植物が水面を覆って生育しているのがみられる。

2．現存植生図の評価　Evaluation　of　the　map　of　act朕al　vegetation

　現存植生図化は，植生調査の結果得られた13群集，21群落，1植林，竹林からなる36の植生単

位を自然植生，代償植生，その他にまとめられる27の凡例にもとづいて行なわれた。

　北谷町の地形ぱ，東から瀕へ傾斜した台地，丘陵と東シナ海に面した海岸低地および埋立地か

らなっている。現存植生は，これらの地形および土壌などの自然環塊条件に対応して分布してい

る自然植生と，伐採，耕作，植林など人為的な土地利用を反映した代償植生そしてほぼ無緬生化

している宅地，造成地などにより構成されている。

　自然植生として，台地，丘陵斜面に残された森林植生，海岸砂丘，隆起サンゴ礁上の低木群落，

草本群落など，16の植生単位が認められた。

　自然性の森林植生には，黙認耕作地のある上勢頭の台地，．臣陵斜面，キャンプ桑江の莱側に発

達した台地斜面，沖縄市と接した吉原の台地一ヒ，白比引上流域の玉上や新川の開析谷ぞい，北谷

城跡，宜野湾市との境となっている普天間川ぞいの崖錐斜面に残存するオオバギーアカギ群集と

浜痢の御嶽，キンプ瑞熟覧内の北谷長老の墓所など隆起サンゴ礁上に残存するガジュマルークロ

ヨナ群集がある。

　北谷町西部の菓シナ海に面した海岸ぞいは，埋立，造成など人為的破壊により，海岸砂丘植生，

海岸隆起サンゴ礁植生などの自然植生の大部分は小面積かつ断片的な状態にある。

　ハマアズキーグンバイヒルガオ群集，コウボウシバ群落，キダチハマグルマ群集，クロイワザ

サーハマゴウ群集，イボタクサギ群落などの海岸砂丘，桑江の海岸，ハンビー飛行場跡の沖にあ

る隆起サンゴ礁周辺の砂浜に生育している。アダン群集は砂辺の海岸に残存生育している。

　ソナレムグラーコウライシバ群集，リュウキュウイノモトソウーホウライシダ群落，モンパノ

キークサトベラ群集などの隆起サンゴ礁植生は砂辺およびハンビー飛行場跡の海岸隆起サンゴ礁
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上にみられる。

　白比川，普天間川（佐聖天月Dの河目付近は護岸整備が進んでおりほとんど無植生化している

が，桑江中学校の北側には，キャンプ桑江から流れる小河川の河口付に塩素湿地が形成されてい

る。この汽水的な塩性湿地にはオオウシオツメクサ群落，ソナレシバ群落，サワスズメノヒエ群

落などの塩性植生や低層湿原のヨシ群落が生育している。ソナレシバ群落は砂辺の海岸でもみら

れた。浜川漁港に近い伊平の海岸の自然堤防上には断片的なミツバハマゴウ群落が生育している。

　小面積に残存する自然植生に比較して，北谷町の大部分を被っているのは代償植生である。戦

火による自然林の破壌後，再生二次林として，あるいぱ植栽されたコゴメスゲーリュウキュウマ

ツ群築は，上勢頭，伊平，桑江，吉原，玉上などの台地，丘陵に発達している。

　オオバギーア幽幽群集などの慮然林が伐採，火入れなどにより人為的に破壊された跡地や陽性

な林縁部にはつる植物を多数伴なった先駆的な低木群落であるリュウキュウボタンヅルーノアサ

ガオ群落が生育している。とくに上勢頭，新川ぞいの谷ぞいに比較的広い面積でひろがっている。

　リュウキュウマツ林以外の代償植生として，ギンゴウカン（ギンネム）群落，トキワギョリュ

ウ（モクマオウ）植林，ソウシジュ植林がある。ギンゴウカン群落は嘉手納基地，キャンプ桑江，

キャンプ瑞慶覧など米軍基地の周辺に多くみられる。また耕作放棄畑や海岸埋立造成地にも移出，

野性化したギンゴウカン群落が分布している。

Fig．45．白比川上流の新川ぞいの峡谷斜面には自然度の高いオオバギーアカギ群

　　　　集が比較的広い面積で発達している（玉上）。

　　Natural　or　semi，natura】evergreen　broad．leaved　forests，　the　M　a　c　a　r　a　n　g　o－

　　Bischoffletum，occufonthe　steep　s1Qpes　of　guUies　cut　by　streams

　　（Tamagami）．
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Fig，46．多種の植物種が繁茂している疎略バギーア収取群集の林床（伊平）。

Thefores亡floorof亡heMacarango・Bischoffie亡umlsrichinp】an亡species
σhei）．

　トキワギョリュウ（モクマオウ）植林は，小面積ながらリュウキュウマツにまじって台地，丘

陵に植栽されているが，大部分は雄島や桑江などの海岸砂丘地の防潮林，砂防林として植林され

る。また公園樹，街路樹として軍基地内やゴルフ場周辺にも植栽されている（新納1973）。

　北谷町にみられる竹林はホウライチク林のみで，かって農家の生壇として植裁された竹林が残

されたもので，」二勢頭の丘地斜面などに断片的に生育している。

　台地，丘陵そして海岸低地，埋立地など，北谷町のどこにでも生育しているのはホシダースス

キ群集，オオアレチノギクーススキ群落などの二次草原である。このほか二次草原としてコシダ

群落，ダンチク群落などは台地に散在して分布している。リュウキュウヒメアブラススキーチガ

や群落ぱ風化土壌の浅い石灰岩塔や泥灰岩質の乾性な耕作放棄畑のみられる吉原の台地に分布し

ている。路傍雑草群落であるタチアワユキセンダングサーキンゴジカ群落は吉原の林道ぞいに，

またコゴメミズーリュウキ。．ウイノモトソウ群落は三k⊥の琉球石1ク《岩の石垣⊥に生育している。

　海岸低地の耕作地や埋立，造成地の周辺には難題アレチノギクーススキ群落やホウキギクーパ

ラグラス群落がひろがっている。ツルナ群落やハマダイコン群集は人為的破壌の及んだ砂辺，桑

江，ハンビー飛行場跡地西側の海岸砂丘地に発達している。

　未舗装の道路，運動グラウンドには路上雑草群落であるハイニシキソウーフタシベネズミノオ

群集，タチオオバコーシバ群落が生育している。とくにハンビー飛行場跡には広い面積でひろが

っている。
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　　Fig，47．琉球石灰岩からなる台地，丘陵部の大部分は，コゴメスゲーリュウキュ

　　　　　　ウマツ群集，リュウキュウボタンヅルーノアサガオ群落，ホシダースス

　　　　　　キ群集などの代償植生で凌われている（上勢頭）。

　Substitutevegetationtypes，suchasCarlci　brunneae－Pinetum　lu亡chuensis，
　α（〃〃躍1∫9’zz’αvar．ノづwたツ〃4〃∫1∫一珍。ノ〃。αz～ノκ～～‘㍑communityand　Thelyptero－Miscan－

　thetumsinensiS，　are　w1（lely　diStributed・n　plateaus　and　hillS（Ka蝋seidO）．

　サトウキビ畑やサツマイモ，根菜類，葉菜類の作付された耕作地は上勢頭，吉原，玉上の台地，

丘陵面や谷部斜面にまとまって分布している。また海岸低地の砂辺，桑江の海羅ぞいにも小規模

ながらも畑地がみられる。

　耕作地には畑地雑草才聡慧であるハマクワガタールリハコベ群集が生育している。サトウキビ畑

にはムラサキカタバミーツルソバ群落もみられる。

　北谷町の総面積の60％以圭を占めている米軍基地内の大部分の地域ぱシバハギーシバ群落など

の人工シバ地となっている。また公園，街路樹，緑地なども基地内の建物の周辺に多くみれる。

　家屋，公共施設などの像宅地，工場の地区は，近年の都市化傾向に伴なって増加している。と

くに古くからの住宅地となっている害原，桑江などの台地や，砂辺，宮城，北前などの海岸低地

には密集した住宅地がひろがっている。一方米軍基地内では住宅地の密集状態はみられない。ハ

ソビー飛行場跡に面したキャンプ瑞閲覧の海岸低地部は広大な軍施設が占めている。

　ほとんど無植生に近い造成地や緑地は，県道号23線ぞいの上勢頭の宅地造成地，キャンプ瑞慶

覧の海岸低地，宮城，桑江，ハンビー飛行場跡地の周辺部に多くみられる。

　北谷町を東西に流れる白比川，普天間川（佐阿天川）流域は，無植生の開放水域となっている。
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　3．潜在自然植生図の評価　Evalua士ion　of　the　map　of　potential　natural

　　　vegeta毛ion

　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　

北谷町隅ける現騨生離の蘇，輝さ繰自三生難と・・そ紡峨存する肺域も

謙聾欝欝繋℃男聖叱れ狛結糊謡曲
　潜在自然植生⑱抽出が潜年申然植生域の決定にあたっては，臼然植生とそ．め分布を綿饗する立

地条件さらに代償植生との対応関係が総合的に考察された。　　　　ヌ

　｛）1ガジュマルークロ…ヨナ群集（準ガジ．ユマルークロヨナ群集）を潜在自然植生と渉る地域

　毛ンパノ．キークサトベラ群集域より内陸側に位置する沿岸隆起サソ1ゴ襟上，あるいは風化土壌

嚇い楯のみら摘齢崖地ば3～・麟卸麟縮であ・塑・マルτ・・ヨ群集輔

舶髄制する綴である（Miyawald’suzukl’976b齢木！979）61、’引．r・

　北谷町において・ガジュマルークロヨナ群集域は・戦中戦後を通じて最も人為的破壊を受けた

地域であることから，残存自然林として町内に分布するのは，浜川の御嶽，キャンプ瑞慶覧の北

谷長老廟などに小面積にみられる：にすぎない。．しかし桑江，瑞慶覧，嘉手納などの米軍基地内に

おいて，隆起サンゴ礁を破壊して土地造成を行なった沿岸低地およびそれにつづく低地台地にか

けては，いわゆるガジュマルークロヨナ群集に準じた理論的自然植生を潜在自然植生とする準ガ

ジュマルークロヨナ群集域と判定することができる。

　2）　オオバギーア幽魂群集，リュウキュウガキ亜群集を潜在自然植生とする地域

’北谷町の東部地域の大部分を占め，古生層や第四系の石灰岩，泥灰岩を基盤とする台地上は，

自然性および半自然性のオオバギーアカギ群集を潜在自然植生とする地域である。

　砂川，桑江，伊平，北谷城跡のある白比川ぞい，南の宜野湾布との行政区界を流れる普天間川

ぞいにみられる下位および中位台地面および琉球石灰岩の露出した台地端の急斜面，そして白比

川上流域の新川ぞいの高位台地斜面にぱ，オオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集およ

びコゴメスゲーリュウキュウマツ群集，ハマイヌビワ亜群集などの多層な森林植生が比較的広面

積に残存している。本地域はオオバギーアカギ群集　リュウキュウガキ亜群集域として区：分され

る（藤原1981，Miyawaki・Suzuki　l976b，鈴木1979）。

　3）　オオバギーアカギ群集，典型亜群集および準オオバギーアカギ群集を潜在自然植生とする

　　地域

　琉球石灰岩を基盤とする台地の大半は，ギンゴウカン群落，リュウキュウボタンヅルーノアサ

ガオ群落などの低木一つる植物林縁マント群落，ホシダーススキ群集などの二次草原そしてハマ
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Fig．48．北谷町の大部分を占める台地，丘陵部の潜在自然植生としてオオバギー

　　　　アカギ群集が考えられる（三1撮二）。

　　The　Potential　natural　vegetation　on　plateaus　and　h三lls　is　the　M　a　c　a　r　a　n　g　o・

　　Bischoffletum（Tarnagami）。

クワガタールリハコベ群集，ムラサキカタバミーツルソバ群落の生育する畑地やサトウキビ畑地

などの代償植生や家屋の密集した住宅地で覆われている。また嘉手納，桑江，瑞穂覧などの米軍

基地内では大規模に造成された平坦な台地面に人工シバ地，住宅地，基地施設等の建物が広範麟

にわたって広がっている。このような町内に広くみられる代償植生域や米軍基地内の大部分はオ

ォバギーアカギ群集，典型亜群集あるいは理論的に仮定される園圃オバギーアカギ群集域とみな

すことができる。

　4）　オォバギーアカギ群集，ク瓜キ亜群集を潜在自然植生域とする地域

　沖縄市と行政区界を接している北谷町策部の上勢聾〔，吉原地区にみられる上位台地には，小面

積ではあるが，一部表層土が非石灰岩質の赤土土壌で覆われた地域が点在している。このように

台地の表層に酸性土壌の赤土土壌の堆積した地域には，オオバギーアカギ群集，クロキ亜群集や

コゴメスゲーリュウキュウマツ群集，ノボタン亜群集などの森林植生が生育している。本地域は

オォバギーアカギ群集，クロキ亜群集を潜在自然植生とする地域として区分される。

5）　クqミノオキナワスズメウり一オオハマボウ群集を潜在自然植生とする地域
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Fig．49．地下水の高い海岸埋立地の潜在自然植生としてクロミノオキナワスズメ

　　　　ウリーオオハマボウ群集が考えられる（ハンビー飛行場）。

TheMelothrio．H二b三scetumtiliacelisthepQtentialnatural　vegetationon
newly　recla童med　land　along　the　coast（Hanb童l　Air倉eld）．

　旧ハンビー飛行場，宮城，砂辺地区などの海岸埋立地は，一般に地下水位が高く，かっ土壌の

排水も悪いことなどから，降雨により水溜のできやすい，また海岸からの海水の飛沫により汽水

的水分状態になりやすい湿潤な立地条件下にあるといえる。本地域は，シオカゼテンツキ群落，

ギョウギシバ群落，ヨシ群落などの草本植生によって特徴づけられるが，ミツバハマゴウ群落，

トキワギョリュウ群落，ギンゴウカン群落などの高木林，低木群落もみられる。町内では本地域

の潜在自然植生を示す残存自然確生を示す残存自然植生を確認することはできなかったが，南西

諸島の海岸砂丘や海岸隆起サンゴ礁の後背地の湿潤な低地に生育するクロミノオキナワスズメウ

リーオオハマボウ群集が本地域の潜在自然植生に適している。町内の海岸低地のほとんどは人工

的な埋立，造成地であることから，土壌的環境はクロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群

集を許容できないと考えられる。しかし人闘の干渉を一切排した場合，理論的に立地条件は自然

終局群落としてクロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集に準じた自然植生を十分支えう

ることから，本地域を準クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集域として区分すること

も可能である（新納1973）。

6）モンパノキークサトベラ群集を潜在自然植生とする地域
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Fig．50．海岸線に発達する隆起サンゴ鮮烈の潜在自然植生としてモンパノキーク

　　　　サトベラ群集が考えられる（砂辺）。

　TheMesserschmldlひScaevoletum　taccadaeisthepotentialnatural
　vegetat重on　on　raised　coral　reefs　（Sunabe）．

　南西諸島の多くの島々の海岸線にみられる隆起サンゴ欝欝は～イソフサギ群集，ソナレムグラ

ーコウライシイミ群集など草丈の極端に低い草本群落やモンパノキークサトベラ群集，アダン群集

などの低木群落の発達する潜在自然植生域である。

　常時海水の飛沫のかかる最前線の隆起サンゴ礁上は，群落高の低い草本植生しか生育できない

が，やや内陸側の砂質土の堆積した隆起サンゴ礁上では1～2層構造の低木群落が最も安定した

終局群落であると考えられる。

　7）　クqイワザサーハマ：ゴウ群集を潜在自然植生とする地域

　砂浜海岸の発達する桑江，砂辺などの沿岸地域は，ハ：マアズキーグンバイヒルガオ群集，ハマ

ボゥフウーツキイゲ群集などの海岸砂丘草本群落やクPイワザサーハマゴウ群集などの海岸砂丘

駿低木群落を潜在自然植生とする地域である。砂の移動の激しい不安定立地の海岸砂丘地は，植

物にとって大変きびしい生育環境にあることから，単層構造の草本群落や犠低木群落しか生育で

きなし、　（三二く　1979）。

8）　メヒルギーオヒルギ群落を潜在自然植生とする地域
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　　　Fig．5！．海岸砂丘地ぱクロイワザサーハマゴウ群集を潜在自然植生とする地域で

　　　　　　　ある（妙想）。

　　　　The　potential　natural　vegetatiQn　on　coastal　dunes　is　the　Tuareio－Viticetum

　　　　rotu（lifoliae　（Sunabe＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　～

　砂泥土の堆積のみられる河口付近や入江などの潮間帯塩性湿地は，ソナレシ♂ミ群落，オオウシ

オツメクサ群落，ヨシ群落，サワスズメノヒエ群落など，単純な種組成，単層構造を示した草本

群落の分布する潜在自然植生域である。本地域は定期的に海水あるいは汽水により冠水するため，

植物の生育にとって大変きびしい立地条件下にあると言える。このような立地が支えうる自然植

生として，南匹1諸島ではオヒルギ，メヒルギ，ヤエヤマヒルギを主体とする低木性のマングウー

ブ植生が理論的に考えられる。すなわち本地域の自然の欝欝群落として，マングローブ植生であ

るメヒルギーオヒルギ群落が推定される（宮脇・奥陥・中村他1983）。

　9）　その他の地域

　常時，海水に洗われる砂丘海岸や磯海岸の汀線には，陸上植物はほとんど生育していない。こ

のような海岸線は，一般に自然裸地として示される。また海域や植物の生育していない河川，貯

水池などの水域は開放水域として表現される。・　　　　　　　　　　　　　’．
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　　　　　　　　　　吃ρ幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
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Fig．52．潜在自然植生としてメヒルギーオヒルギ群落が考えられる河1」付近の潮

　　　　間帯塩性湿地（桑江）。

　The　potential　natural　vegetation・f　salt　marshes　near　river　m・uths　is　tl｝eκαノ～6ん〃・z

　αz〃‘！6ムβ’・μ9〃ω・α農y〃～〃。〃ぬ～堵αcommunity（Kuwae）．

4．植生配分模式図　Pro£ile　of　vegetatio皿distribution

　植生配分模式図は植生の地形的，垂直的な配列状態を理解するのに有効である。北谷町の植生

配分模式図は，海岸から丘陵地まで地形的に多様な所，また植生が残されている地域を選び，現

存植生図，潜在自然植生図を基に作製されている。水平方向は1／10，000，垂直方向は1／4，000の

縮尺で描かれている。

　1）　植生断面（Fig．53）

　宮城一上勢頭一沖藩這市

　現存植生：埋立地の富城は住宅が増加してきているが，未だ空地となっている部分も多い。こ

れらの空地にはホウキギクーパラグラス群落やタチアワユキセソダングサーキソゴジカ群落，オ

オァレチノギクーススキ群落が生育している。国道58号線と国体道路の交難点付近の隆起石灰岩

上には，断片的であるがかジュマルークロヨナ群集が残されている。丘陵地は大部分がリュウキ

ュウマツの優占するコゴメスゲーリュウキュウマツ群集によって占められている。自然林はほと

んどみられず，復元途上のオオバギーアカギ群集が生育しているにすぎない。断面線は主に米軍
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　　　　　　　　　　　　植生断面（Fig．53）

A．現存植生Actual　vegetation

1

2；

3：

4＝

5；

6：

7：

8＝

9：

10＝

11：

12：

13：

14：

：宮城一上勢頭一沖縄市の凡例説明

ガジュマルークロヨナ群集

Fico　microcarpae－Pongamietum　pinnatae
オオバギーアカギ群集

Macarango－Bischoffietum
コゴメスゲーリェウキュウマツ群集

Carici　brunneae－Pinetum　lutchuensis
ジュウキュウボタンヅルーノァサガオ群落

α6〃zα彦∫59ノ窃αvar．ノツ～疲yz昭ノz5∫5一珍。ノノ’06α∫ノz漉αz　communlty

ギンゴウカン（ギンネム）群落

Cα5．～姻イ照βqz臨孟．越）‘fαco職munity

ホシダーススキ群集，オオアレチノギクーススキ群落，コシダーススキ群落，タチアワユキセンダン

グサーキンゴジカ群落およびダンチク群落

Thelyptero－MiscanthetuIn　sinensis，　Eノゾ9σ1・o／z　5z4〃～α孟ノー8ノ酪．四川αz〃置ん螂3∫ノz6〃5∫5

co皿m．，　Bゴ482z5がZo3αvar．7・α4∫α孟α・3ごぬ7・ん。ηめ〃bZfαcomm．　and五プ～己η60‘♂oηα灘con～munity

ホウキギクーパラグラス群落

A5オ8ノー5μわz48’z‘∫一」B1一｛z6ん∫αノゼα〃zμが。α　community

ハイユシキソウーフタシベネズミノオ群集およびタチオオバコーシバ群落

Euphorblo　chamaesyce－Sporoboletum　diandi　and窟α欲zgo海♪二gか～fcα一Zの，5fα

ノ昭＞oπzごαcommunlty

ハマク．ワガタールリハコベ群集

Veronico　javanicae－Anaga】】idetumarvensis
ムラサキカ．タバミーツルソバ群落

0∫α♂お60び〃め05α，∫bらノgo／z～〃πご1z∫π8／z5βvar．’1L～〃めθ1g∫αノzz‘ノπcommunlty

公園，街路樹および緑地

王）arkS，　street　treeS　and　green　zOneS

人工シバ地およびゴルフ場（シバハギーシバ群落）

Lawns　and　golf　c・urses（Z）8∫〃δ04伽多1z8‘ω・・6α71戸z‘〃3－Z6y∫∫α∫ψ・卿αcommunity）

住宅地，工場および舗装道路

Resi（lential　quarter，　factory　areas　and　asphalt　pavements

造成地および門地

Reclaimed　land　and　bare　land

B．潜在自然植生　Potentiahatural　vegetatlon

　llガジュマルークロヨナ群集

　　　Fico　microcarpae・Pongamietump三nnatae
　2；　準ガジュマルークロヨナ群集

　　　SemiFico　microcarpae・Pongamietumpinnatae
　3：オオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集

　　　　Macarango・Bischoffietum，subass。withDlospi．．ros　mafit三ma

　4：オオバギーアカギ群集，典型亜群集

　　　　Macarango・Bischoffietum，typicalsubassociati◎n

　5＝　オオバギーアカギ群集，クロキ1距群集
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　MacarangoBischoffletum，subass．withSymp】ocos　iuci（la
6；クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集　　　　　　　　　覧

　Melothrio一｝至ibiscetum　tillacei

7：モンパノキークサトベラ群集

　Messerschmidlo－Scaevo／etum　tacadae

基地内を貫いている。基地内部は一部黙認耕作地となっており，サトウキビ栽培などが行なわれ

ている。これらの耕作地にはムラサキカタバミーツルソバ群落にまとめられる雑草群落が生育し

ている。耕作放棄地や伐採および造成後数年間放置された立地には，タチアワユキセンダングサ

ーキンゴジカ群落やホシダーススキ群集のススキ草原，オオバギが優占する半自然性のオオバギ

ーアカギ群集が成立している。ギンネムが侵入して優占群落を形成していることもある。コゴメ

スゲーリュウキュウマツ群集，オオバギーアカギ群集など森林群落の林縁には，つる植物群落の

リュウキュウボタンヅルーノアサガオ群落がマント群落を形成している。台地上の平坦部は，基

地の住宅や施設に利用されており，その周辺はシバハギーシバ群落にまとめられる人工シバ地と

なっている。

　断面線からは外れるが，二三の海岸たは隆起石灰岩がみられ，その岩上にはイソフサギ群集や

ソナレムグラーコウライシバ群集が生育している。

　潜在自然植生：現存植生は人為的影響を強く受けているため，地形的々要因よりもむしろ人為

的影響の度合が，植生配分決定の要因となっている。これに対し潜在自然植生では，人為的環境

要因を除いた自然環境要因に対応した植生配分がみられる。

　海を埋め立てた富城や砂辺では，海からの飛沫や土壌中の残留塩分によって一般的な陸生植物

は生育し得ない立地となっている。したがってそこにぱ，マングローブの後背地や河口の汽水域

に生育するクロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集あるいはそれと類似した植生が成立

すると考えられる。その後部の元の海岸線に沿ってモンパノキークサトベラ群集が生育する。

　海岸嵜りの丘陵地下部の低地には，ガジュマル，アコウ，ハマイヌビワなどイチヂク属；乃α∬

の種が，特有の樹形で優占するガジュマルークロヨナ群集が成立する。

　内陸部には広くオオバギーアカギ群集が生育する。オオバギーア．カギ群集は北谷町の丘陵部の

大部分を潜在自然植生域として占めているが，地形や地質の違いによっていくつかの亜群集の配

列がみられる。隆起石灰岩のみられる地域にはリュウキュウガキ亜群集が生育する。非隆起石灰

岩地域には，クロキ，イジュ，ヤマモモなどが特徴的に生育するクロキ亜群集が成立する。北谷

町は沖縄県でも最も強く第2次世界大戦の戦火を受けた地区の一つであり，その影響は土壌にま

で及んでいる。このような土壌のかく乱された立地には，オオバギ，アカギの優占する典型亜群

集が成立すると考えられる。

2）植生断面（F量9．5の

桑江一玉上一北中城村
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Fig．54，桑江一玉上一北中城村における現存（A）および潜在自然櫨生（B）の植生配分模式図。

　　Schematic　distr玉butional　vegetation　profile　of　the　transition　from　Kuwae　to　Okinawa　City＝Actual

　　vegetation　（A）　and　potential　naturai　vegetation　（B）．
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　　　　　　　　　　植生断腸（Fig．54）：桑江一玉上一跨中城村の凡例説明

A．現存植生　Actual　vegetation

　1＝オオバギーアカギ群集

　　　Macarango．Bischoffietuln
　2：ハマアズキーグンバイヒルガオ群集およびコウボウシバ群落

　　　V三9110－Ipomoetumpes－caprae　and　Cαノ・α1＞ε‘〃～ぬcQmmunity

　3：オオウシオツメクサ群落，ソナレシバ群落およびサワスズメノヒエ群落

　　　5ρ8ノ召’～‘」α1・～α加αノ。／zβ’COmm．，助0ノー。∂o♂～ど∫て，～ノ9’〃1α‘∫cOmm．　and　nz確）αZ～〃ノR」α9～〃α”〃〃colnmunity

　4：　コゴメスゲーリュウキュウマツ群集

　　　Caricl　brunneae．Pinetum　lutchuensis
　5：　リュウキュウボタンヅルーノアサガオ群落

　　　α・〃’・・”∫9’一α’αvar．ノつ顧」w〃∫～∫・々・・〃♂・8α～〃4～cαc・mmu1・ity

　6：　トキワギョリュウ（モクマオウ）群落

　　　Cα∫μαノ・～〃α鰐～‘～∫ασbZ’αcommunity

　7：ホシダーススキ群集，オオアレチノギクーススキ群落，コシダーススキ群落，タチアワユキセンダン

　　　グサーキンゴジカ群落およびダンチク群落

　　　Thelyptero．Miscanthetum　sinensis，　Eノーガg6，一〇〃5z‘〃～α’，・6〃∫15．ム4～5α〃～’1㍑ぐ∫訪～6／z∫’∫

　　　c・1nm．，1）∫ごノ・απ（脚8ノー～541Clz・孟・〃’αCOmm．，魏48ノ～5ρ∫♂・∫αvar．”‘z漉‘zオα一5～ぬノ・1z．・〃’64∂1fαCOmm．，

　　　and〆レz〃κ1040〃α謬community

　81ハマクワガタールリハコベ群集

　　　Veronico　lavanicae－Anagallidetum　arvensls
　9：人工シバ地およびゴルフ場（シバハギーシバ群落）

　　　Lawns　and　gQlf　courses（／）召∫〃～oζ伽〃1z醜’一・ぐω：ρ～‘〃’一Zの，5fαノζψ・ノ～’ごαcommunity）

101．住宅地，工場および舗装道路

　　　Resklential　quarter，　factory　areas　and　asphalt　pavements

B．潜在自然植生　Potential　natural　vegetatlon

　1＝準ガジュマルークロヨナ群集

　　　SemiFico　microcarpae・Pongamietum　pinnatae
　2：オオバギーア霊送群集，リュウキュウガキ彌群集

　　　Macarango．Bischoffietum，subass．withDiospiros　maritima
3：オオバギーア上議群集，典型亜群集

　　　Macarango－Biscof6etum，　typical　subassociatlon

　4：　クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集

　　　Me】othrio．Hibiscetum　tiliacei

5：モンパノキークサトベラ群集

　　　Messerschmidio－Scaevoletum　tacadae
　6；　クロイワザサーハマゴウ群集

　　　Thuareio－Viticetumrotundifohae
71メヒルギーオヒルギ群落
　　　K4・～掘如αZπ掘一Bノ・Z‘9廊ノ・α～野〃’ノ～・〃・醸αC・mmunity

　桑江中学校裏側の海岸には洲が発達しており，ソナレシバ群落，オオウシオツメクサ群落など

の塩性植生が生育している。海岸砂丘にはハマアズキーグンバイヒルガオ群集が生育している他，
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一部モクマオウ植林がみられる。海岸沿い埋立地にぱタチァワユキセンダングサーキンゴジカ群

落やオオアレチノギクーススキ群落が生育している。米軍基地内は，海難低地，台地上平御地と

もシバハギーシバ群落にまとめられる人工シバ地となっており，住宅地，施設として利用されて

いる。丘陵部の斜面および尾根部は，住宅地を除くと二次林のコゴメスゲーリュウキュウマツ群

集が広く生育している。また古い墓地のある隆起石灰岩上や御願所にはオオバギーアカギ群集が

残されている。

　潜在自然植生：海水の影響を受ける砂洲にはソナレシバ群落など草本性の塩生植生の他，メヒ

ルギやオヒルギの生育する木本性の塩生植物であるマングP一ブ林が成立すると考えられる，砂

丘にはハマアズキーグンパイヒルガオ群集やクロイワザサーハマゴウ群集が生育し，その後背地

には低木林のモソバノキークサトベラ群集が生育する。海鞘の低地にはガジュマルークロヨナ群

集が生育するが，掘割りの凹状地にはクPミノオキナワスズメウリ一洗オハマボウ群集か，ある

いはそれに種組成的に類似した植生が成立すると考えられる。

　丘陵地ではオオバギーアカギ群集が広く生育し，植生断面（Fig・53）と同様に，リュウキュウ

ガキ亜群集，典型亜群集，クロキ璽群集が，それぞれの立地条件に対応して生育する。

5．植生系列および立地評価　Vegetation　series　and　phytosociological　studies

　北谷町には島襖的亜熱帯性気候，隆起サンゴ礁石灰岩地など，多様な自然環境を反映した自然

植生が残されている。しかし町の大部分は各種の人為的干渉に対応した種々の代償植生によって

占められている。また町内各地にみられるように土地造成，住宅建設などの都市化が進むにつれ

て，帰化植物の繁茂した七分や人間による徹底した管理のもとに維持されている公園，緑地など

群落生神的に異質な植生が急速にひろまりっつある（新納他1981，仲田1985）。

　このように複雑にからみあった北谷田∫の植生の生態学的体系づけおよび生育立地の科学的評価

を目的とした，総和群集の概念に基づく景観調査が行われた（Table　35）。景観調査によって潜

在自然植生調査および潜在自然植生図化の結果明らかにされたガジュマルークロヨナ群集域，オ

オバギーアカギ群集域など7つの潜在自然植生域ごとの植生系列が大場のいう中心群落（Ohba

1980，土木工学大系編集委員会編1982）の手法により図示された。また植物群落による環境評

価は，植生自然度区分（Miyawaki・Fujiwara　1975）が使用された（Miyawaki・Ohno　1984）。

　1）　ガジュマルークロヨナ群集植生系列

　浜川の御嶽，瑞慶覧基地内の北谷長老廟などの沿岸隆起サンゴ礁上に残存するガジュマルーク

ロヨナ群集域および，米軍基地内の土地造成された海岸低地，ハンビー飛行場跡地や北前地区な

どの古い埋立地に成立する準ガジュマルーク畠山ナ群集域を含めた地域内にみられる植生系列は，

人工シバ地（シバノ・ギーシバ群落），緑の多い住宅地，ガジュマルークロヨナ群集によらて特徴

づけられるガジュマルークロヨナ群集植生系列としてまとめられる。
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ガジ出マルークロヨナ群集植生系列の植生景観を特徴づけているのは，現存植生図で．も明らか

なように人工シバ地（シバハギーシバ群落）と住宅地など植生自然度H～1にランクされる．代償

植生である。本地域において最も自然度の高い植生は多層構造の森林群落であるガジュマルーク
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ロヨナ群集（自然度K）で，他は人為干渉の度合に応じて生起した各種代償植生が分弗している。

代鰻植生のうち，最も自然度の高いのが低ホーマント群落であるリュウキュウボタンヅルーノァ

サガオ群落，ショウロウクサギ群落（自然度、船で以下，自然度Wにトキワギョリュウ植林，ギ

ンゴウカン群落，自然度Vにホシダーススキ群集，リュウキュウヒメアブラススキーチガや群落，

ダンチク群落，ホウキギクーパラグラス群落，自然度Wにハイニシキソウーフタシベネズミノオ

群集，タチオオバコーシバ群落，自然度撒こ人工シバ地（シバハギーシバ群落），公園，緑地，

自然度1に住宅地，造成地がみられる。本植生系列では自然度珊のコゴメスゲーリュウキュウマ

ツ群集自然度璽のハマクワガタールリハコベ群集の生育する畑地などの植生がほとんどみられ

ないのが持徴的である。多層構造の森林植生を中心とする生態系であるが，町内では最も人為的

干渉の及んだ地域といえる。

　2）　オオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集植生系列

　人為的干渉の及びにくい，琉球石灰岩の露畢する急崖や台地は，本地域で最も多層構造で種類

組成の豊富な森林群落であるオオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集を中心とする植生

系列のみられる地域である。

　本植生系列は自然度》（の自然植生であるオオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ彌洋集を中

心群落として，代償植生のコゴメスゲーリュウキュウマツ群集，ハマイヌビワ群集（自然度照），

低ホーマント群落のリュウキュウボタンヅルーノアサガオ群落，ショウロウクサギ群落などの他，

自然度Wのトキワギョリュウ植林，ギンゴウカン群落，ホウライチク群落，自然度VのホシタL

ススキ群集，リュウキュウヒメアブラススキーチガや群落，コゴメミズーサユウキュウイノモト

ソウ，ダンチク群落，自然度Wのハイニシキソウーフタシベネズミノオ群集，タチオオバコーシ

ノミ群落，自然度1嚢のハマクワガタールリハコベ群集，ムラサキカタバミーツルソバ群落など多種

多様な群落によって複雑な植生系列が構成されている。

　風化土壌の厚く堆積した台地緩斜面，および湿性な土壌の堆積した各地の大部分は，サトウキ

ビ，サツマイモ，ダイコン，キャベツ，ミズイモなどの野菜類の栽培が行なわれている畑地，ホ

シダーススキ群落などの二次草原のひろがる地域となっている。これらの地域にはオオバギーア

カギ群集やコゴメスゲーリュウキュウマツ群集などの森林植生はほとんど残存していない。しか

し地形的，土壌的にみて本地域は，オオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集に含まれる

と判定されることから，すでに潜在自然植生として明らかにされている準オオバギーアカギ群集

域として，本植生系列に含められる。

　準オォバギーアカギ群集域を含め文中バギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集植生系列で

は，人工シバ地（シバ引祝ーシバ群落），住宅地など自然度嚢～1の植生の占める生態的役割は

比較的小さい。
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　3）　オオバギーア戸惑群集，典型亜群集植生系列

　米軍基地内など，とくに徹底的に土地造成の行われ，現在，宅地，，ゴルフ場，人工シバ地とな

っている台地面にも，小面積ながらオオバギーアカギ群集，コゴメスゲーリュウキュウマツ群集

などの多層構造を示した森林群落が残されている。これらの残存林のうち，オオバギーアカギ群

集は典型亜群集あるいは準オオバギーアカギ群集に稲当する林分である。このことからガジュマ

ル，フェニックス，アコウ，アカギなどの植栽匠よって特徴づけられる本地域は，オオバギーア

カギ群集，典型亜群集，植生系列として区分される。

　典型亜群集植生系列の中で最も自然度の高い植生は自然度Kに位置づけられるオオバギーアカ

ギ群集，典型亜群集である。この他自然食覇のリュウキュウボタソヅルーノアサガオ群落，自然

度＞1のギンゴウカン群落，トキワギョリュウ群落，ホウライチク群落，自然度Vのホシダースス

キ群集　リュウキュウヒメアブラススキ「チガヤ群落，ダンチク群落，ホウキギクーパラグラス

群落，コゴメミズージュウキュウイノモトソウ群落，自然度yのハイニシキソウーフタシベネズ

ミノオ群集などの代償植生が分布している。本地域の植生系列の主要な位置を占めているのは田

園景観を特徴づける畑地雑草群落のハマクワガタールリハコベ群集やムラサキカタバミーツルソ

バ群落（自然度皿）である。また自然度皿～1の入工シバ地（シバハギーシバ群落），住宅地は，

本地域に最も広くみられ，町内および米軍基地の一般的人為景観を特徴づけている。

　4）　オオバギーア野羊群集・クロキ亜群集植生系列　　1，

　オォバギーアカギ群集植生系列のうち，クロキ亜群集植生系列は，リュウキュウガキ1匪群集植

生系列と同様に，最も多様な植生生態系を形成している。本植生系列の中心群落になっているの

は，オォバギーアヵギ群集，クロキ亜群集（自然度1＞（）とコゴメスゲーリュウキュウマツ群集，

ノボタン亜群集などの森林植生である。この他比較的単純な群落構造を示した代償群落であるリ

士ウキュウボタンヅルーノアサガオ群落（自然度W），自然度VIのソウシジュ植林，トキワギョ

リュウ植林，ギソゴウ㍗ソ群落，ホウライチク群落，自然度Vのホシダー不スキ群集コシダ群

落，タチアワユキセンダングサーキンゴジカ群落，ダンチク群落，自然度Wのハイニシキソウー

フタシベネズミノオ群集，タチ平日バコーシバ群落，自然度皿のハマクワガタールリハコベ群集，

そして自然度∬～1の人工シバ地（シバハギーシバ轡落，緑地，住宅地など多彩な群集，群落に

よってオオバギーア義塾群集，クロキ亜群集植生系列が形成されている。

　5）　クロミノオキナワスズメウリー皆野ハマボウ群集植生系列

　北谷町の沿岸沖積低地は，戦後の埋立，造成によって消失し，埋立地の大部分の地域は地下水

位が高く，さらに水野の悪い土壌に覆われている。また，本地域は，人為的干渉の度合も程度も

強く，現存植生においても自然度の高い残存自然林はほζんどみられない。しかし本地域の潜

在自然植生として，同質な自然環境下の沿岸低湿地に発達するクロミノナキナワスズメウリーオ
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　Fig・57・赤土土壌のみられる台地，丘陵を基本立地とするオオバギーアカギ群集，

　　　　　　　　クロキ亜群集植生系列。

Plant　communit三es　and　t｝；eir　vegαation　series　on　non－calcareous　soils　of　piateaus　and　hills

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．
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11．
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　　　　　ボウ群集植生系列。

Plant　cornmunities　and　thelr　vegetatlon　ser三es　on　thc　alluvial　plains　near　the　coast．
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オオアレチノギクーススキ群落

鋤ゴ9εノ・01z　5ε〃2’α’ノぞノz515－M∫∫6αノ～ぬ‘∫3ピ1醐∫’5

cornm．

8．

9．

10．

11．

12，

13．

ホウキギクーパラグラス群落

．A∫躍ノ・5ZめZμα餓5－BπZご配α1ゾα〃耀々ごαcomm．

ハイニシキソウーフタシベネズミノオ群集

Euphorbio　chamaesyce－Sporo・
boletumdiandi
タチオオバコーシバ群落

伽〃’α9・励：9ガノ～磁・Zの∫∫αノ‘ψ・πガ。αcomm．

タカサブロウータマガヤツリ群落

E6妙’αρ7・・5磁∠α一（b4レ召麟ψ∬bノ’加∫comm．

ミジンコウキクサーウキクサ群落

Wo4∬1ααノγん厩レ助ガノη481αρ0らη掘之αCOmm・

シバハギーシバ群落

065〃’04～μ〃’1～8∫6ノで。αψ’〃μ一Zの’3’αプ砂。／z2ατ

comm．

オハマボウ群集が考えられる（新納1973）。これらの沿岸埋立地は，シオカゼテソツキ群落，タ

チオオバコーシバ群落，ヨシ群落によって特徴づけられるクロミノオキナワスズメウリーオオハ

マボウ群集植生系列として区分される（Table　35）。
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　クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集植生系列は，自然度Xに位置づけられるヨシ

群落をはじめ，自然度畷のミツバハマゴウ群落，自然度Wのりュウキュウボタンヅルーノアサガ

オ群落，自然毒Mのトキワギョリュウ植林，ギンゴウカン群落，自然度Vのホシダーススキ群集，

ホウキギクーパラグラス群落，自然度yのタチオオバコーシバ群落，ハイニシキソウーフタシベ

ネズミノオ群集タカサブロウータマガヤツリ群落，ミジンコウキクサーウキクサ群落，そして

自然度皿～iの人工シバ地，シバハギーシバ群落），公園，緑地，造成裸地などの植生によって

構成されている。本植生系列には土壌環境の悪さを反映して畑地雑草群落のハマクワガタールリ

ハコベ群集（自然度皿）は含まれていない。クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集植

生系列のみられる沿岸沖積低地は，自然終局群落として高木の森林植生が成立するには，大変き

びしい立地条件下にあるといえる。

　6）　モンパノキークサトベラ群集植生系列

　海岸隆起サンゴ礁上の植生系列は，自然性の低ホーマント群落や草本群落と，二次低木，二次

草原，畑地などの代償植生から構成されており，本生態系には高木性の森林植生はみられない。

これはモンパノキークサトベラ群集植生系列が植物の生育にとって極端にきびしい自然環境下に

あることを示している。

　モンパノキークサトベラ群集，アダン群集，ソナレムグラーコウライシバ群集などによって区：

分されるモンパノキークサトベラ群集植生系列は，自然度Xのイソフサギ群集，ソナレムグラー

コウライシバ群集，リュウキュウイノモトソウーホウライシダ群落，自然度Xのモンパノキーク

サトベラ群集，アダン群集，キダチハマグルマ群集などの自然植生のほか，自然度Wのギンゴウ

カン群落，自然度Vのオオアレチノギクーススキ群落，リュウキュウヒメアブラススキーチガや

群落，ダンチク群落，自然度Wのハイニシキソウーフタシベネズミノナ群集，自然度皿のシマニ

シキソウーハリビユ群集，ムラサキカタバミーツルソバ群落によって構成されている。

　7）　ク隣イワザサ一期マゴウ群集植生系列

　植物の生育にとってきびしい環境条件下におかれた海岸砂丘地には，多層で種類組成の豊富な

植物群落は成立せず，自然植生としては単層構造の草本群落や繧低木群落しか生育できない。ま

た人為的干渉に対しても非常に敏感で，自然植生は一度破壊されると，元の状態に回復するのが

難しい。すなわち，ハマアズキーグンバイヒルガオ群集，クロイワザサーハマゴウ群集を中心群

落とする海岸砂丘地の植生系列は，外部環暁圧に対して弱い生態系と考えられる。

　このクロイワザサ一帯マゴウ群集植生系列は比較的自然度の高い自然性の草本群落によって構

成されている。自然度Xの植生には，クロイワザサーハマゴウ群集をはじめ，ハマアズキーグン

バイヒルガオ群集，コウボウシバ群落など多彩な砂丘植生から構成されている。自然度双の植生

として，海岸隆起サンゴ礁上の植生系列と共通するモンパノキークサトベラ群集，アダン群集，
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Fig．59．海岸隆起サンゴ礁を基本立地とするモンパノキークサトベラ群集植生系列。

　Plan亡communitles　an〔l　their　vegetation　series　on　raised　cQral　reefs　near　the　coast．
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∫ゐz〃め81：9∫αノ～z4〃’comm．

キダチハマグルマ群集などがみられる。この他，自然度Wの植生としてイボタクサギ群落，自然

度Wの植生にトキワギョリュウ植林，ギンゴウカン群落，自然度Vの植生にツルナ群落，ハマダ

イコン群集，ホウキギクーパラグラス群落などが分布している。本植生系列には自然度W～∬の
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Fig．60．海岸砂丘を基本立地とするクロイワザサーハマゴウ群集植生系列。

　　　P｝an亡communi亡leS　and　their　vege亡a亡ion　serles　On　cOas亡al　dunes．
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植生はみられず自然度Vの植生が破壊されると，直接自然度1の裸地になることが推測できる。

本櫃生系列は人為干渉に対して非常に弱い自然であることを認識して，海岸砂丘地は極力保護，

保全していかなければならない。

8）　メヒルギーオヒルギ群落植生系列

北谷町内にみられる植生系列の中で，最も自然環境条件のきびしい立地に成立しているのがソ
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Fig．61．潮間帯塩湯湿地を基本立地とするメヒルギーオヒルギ群落植生系列。

Plant　communities　and　their　vegetation　series　on　the　salt　marshes　of　the　tidal　zone．

　1。　メヒルギーオヒルギ群落　　καη♂8”α6碗48Z・Bπ多g～磁rα即〃〃～01γん諺αcommunity

2．　ソナレシバ群落　　　　　　勘or面oZ～‘5τ々g加’α‘∫community

3．サワスズメノヒエ群落　　　」覧砂αZ～‘〃zηα91／zα♂～‘〃’communlty

4．　ヨシ群落　　　　　　　　　　／ヲz1・召9〃廓8∫αz‘∫’1・αZf5　community

5．　オオウシオツメクサ群落　　5ρ619‘‘Zαノ’1α加ごcoノ～θ’community

ナレシバ群落，オオウシオツメクサ群落を中心群落とする潮間帯塩性湿地の植生で区分されるメ

ヒルギーオヒルギ群落植生系列である。南西諸島の自然状態の良く保たれた海岸三期地では，オ

ヒルギ群落，メヒルギ群落などのマングローブ植生の成立する可能性は高いが，北谷町の海岸砂

泥地のように，陸地から多量の生活排水の流込んだところでは，現在の終局群落としてソナレシ

バ群落などの草本植生しか生育できない。しかし自然の終島群落を考えた場合，潜在自然植生と

してマングローブ植生を想定することができる（宮脇・奥田・中村他1983，宮脇・奥田・鈴木

他1985，宮脇・鈴木他1983）。

　北谷町にみられるメヒルギーオヒルギ群落植生系列は，自然度Xの植生としてソナレシバ群落，

サワスズメノヒエ群落，ヨシ群落，オオウシオツメクサ群落のみから構成されている比較的単純

な植生系列といえる。


